
佐
佐
木
信
綱
の
「
新
た
世
」
の
歴
史
観

1
戦
争
期
と
戦
後
を
繋
い
だ
論
理
付
、
「
日
本
叢
毒
邑
一
覧
1

一
戦
争
期
・
戦
後
問
の
<
切
断
N
連
続
>

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
占
領
下
に
、
社
会
制
度
の
大
規
模

な
改
変
が
行
わ
れ
、
政
治
体
制
も
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
立
憲
民
主
制
か

ら
日
本
国
憲
法
下
の
国
民
主
権
の
象
徴
天
皇
制
へ
と
移
行
し
た
。
し
か
し
、

迎
合
国
軍
が
本
土
に
侵
攻
し
、
戦
争
指
導
者
の
死
五
わ
っ
た
ド
イ
ッ

イ
タ
リ
ア
と
異
な
り
、
政
治
制
度
が
変
わ
っ
た
と
は
い
ぇ
天
皇
制
白
体
は

存
続
し
、
ま
た
行
政
に
つ
い
て
も
、
戦
争
期
の
担
い
手
た
ち
の
多
く
か
ぢ

き
続
き
担
当
し
た
。
日
本
の
国
{
条
と
し
て
の
あ
り
よ
う
は
、
戦
争
期
と
戦

後
と
の
間
で
、
<
切
断
>
と
<
連
続
>
の
両
面
を
見
せ
る
。
両
者
の
複
雑

な
絡
み
合
い
は
、
坪
井
秀
人
の
よ
う
に
<
切
断
"
連
続
>
と
表
現
す
る
の

(
}
〕

が
適
切
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
戦
時
中
に
弾
圧
を
受
け
た
宮
本
百
合
子
.
渡
辺
順

松
靖
彦

三
ら
の
よ
う
な
知
識
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
戦
後
に
急
進
的
民
主

主
義
器
を
主
導
し
、
<
切
断
>
を
推
進
し
た
。

一
方
、
弾
圧
を
受
け
た
知
識
人
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後
に
、
戦
争
下
に

喧
伝
さ
れ
た
「
日
本
精
神
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
解
釈
し
直
し
つ

つ
、
天
皇
忠
の
「
平
和
国
家
論
」
を
展
開
し
、
簡
単
に
「
民
主
主
義
」

に
靡
く
日
本
人
の
主
体
性
の
な
さ
を
批
判
し
た
矢
内
原
忠
雄
や
、
 
H
本
人

の
五
世
紀
以
来
の
皇
室
へ
の
敬
愛
の
情
を
<
歴
史
的
璽
>
と
し
て
、
天

皇
の
存
在
と
「
民
主
主
義
」
は
一
致
す
る
と
説
い
て
、
登
的
歴
史
学
者

た
ち
を
驚
か
せ
た
津
田
左
右
吉
も
い
た
。
弾
圧
は
受
け
な
か
っ
た
が
、

小

説
の
登
場
人
物
の
口
を
借
り
て
、
真
四
男
気
あ
る
自
由
田
墾
永
は
、
昨
日

の
「
軍
閥
官
僚
」
を
罵
倒
す
る
の
で
は
な
く
、
「
天
皇
陛
下
萬
歳
!
」
と

叫
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
た
太
宰
治
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
ょ
い
で
あ

ろ
う
0
 
今
日
か
ら
見
れ
ぱ
、
彼
ら
の
、
王
張
は
時
代
錯
誤
的
で
あ
る
。
し
か

-86-
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し
、
彼
ら
の
立
場
は
戦
争
期
と
戦
後
の
問
で
一
貫
し
て
い
る
。
敗
戦
後
の

「
民
主
主
義
」
の
流
行
と
天
皇
批
判
の
高
ま
り
に
抗
し
て
、
主
体
的
に
<
連

続
>
の
立
場
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
戦
争
の
遂
行
に
協
力
し
た
大
多
数
の
知
識
人
は
、
敗
戦
後
に
い

と
も
容
易
に
民
主
主
義
者
へ
と
「
転
向
」
し
て
い
っ
た
。
「
国
文
学
者
」

に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
藤
村
作
の
よ
う
な
国
文
学
界
の
指
導
者
た
ち
は
、
戦

争
下
に
は
「
日
本
精
神
」
の
宣
揚
を
冑
ら
の
使
命
と
し
た
が
、
戦
後
に
は
、

自
分
た
ち
は
「
軍
国
主
義
」
に
加
担
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
い
、

民
主
主
義
・
自
由
主
義
に
基
づ
く
「
道
巽
日
本
、
平
和
日
本
、
文
化
日
本

(
6
)

の
新
建
設
」
に
努
め
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

外
か
ら
見
る
な
ら
ぱ
、
こ
れ
は
無
責
任
な
「
転
向
」
で
し
か
な
い
。
し

か
し
、
「
国
文
学
者
」
た
ち
は
、
意
識
の
上
で
は
一
貫
し
て
い
た
。
彼
ら

は
「
臣
民
」
と
し
て
、
「
自
存
自
衛
」
「
東
亜
永
遠
ノ
平
和
」
の
た
め
の
開

戦
を
宣
言
す
る
「
開
戦
の
馨
」
と
需
カ
ヲ
将
来
ノ
建
設
二
傾
ケ
」
「
国

体
ノ
精
華
」
を
発
揚
し
、
世
界
の
進
歩
に
遅
れ
ぬ
よ
う
命
じ
た
「
終
戦
の

〔
7
〕

詔
書
」
に
あ
く
ま
で
も
<
誠
実
>
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

の
行
動
を
決
め
る
も
の
は
天
皇
の
意
志
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
国
文

学
者
」
た
ち
は
、
ま
さ
に
戦
争
期
と
戦
後
の
<
切
断
・
連
続
>
を
体
現
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
<
切
断
・
連
続
>
を
最
も
際
や
か
に
生
き
た
知
識
人
の
一
人
が
佐

佐
木
信
綱
で
あ
っ
た
。
信
綱
は
「
国
文
学
界
」
の
重
繁
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
歌
人
と
し
て
歌
壇
の
指
一
討
地
位
も
得
て
い
た
た
め
、
戦
争
期
に

も
戦
後
に
も
発
信
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
影
粋
力
も
大
き
か
っ
た
。

(
5
)

78

戦
争
下
、
信
綱
は
ラ
ジ
オ
・
新
開
・
雑
誌
・
欝
宛
を
通
じ
て
、
戦
゛
篇
揚

の
た
め
の
活
動
を
旺
盛
に
行
っ
た
。
敗
戦
後
は
、
戦
争
に
協
力
し
た
知
識

人
と
し
て
疎
外
さ
れ
、
短
歌
の
弟
子
た
ち
の
間
で
も
信
綱
の
弟
子
と
言
わ

(
8
〕

な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
風
潮
が
広
が
っ
た
が
、
早
く
も
一
九
四
五
年
(
昭

和
二
十
)
十
一
月
に
は
「
新
日
本
建
設
」
に
勤
し
む
若
人
の
た
め
に
歌
集
一
.
梨

{
9
〕

明
"
一
(
八
雲
霄
店
)
を
刊
行
し
、
「
平
和
日
本
の
新
建
設
」
の
た
め
の
活
動

を
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
に
ょ
つ
て
強
力
に
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
信
綱
の
「
転
向
」
の
基
底
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
佐

、し

佐
木
幸
網
の
「
皇
室
の
歴
史
を
展
開
し
て
来
た
短
歌
。
そ
の
短
歌
を
お
の

れ
の
ゆ
く
べ
き
<
道
>
と
自
覚
」
し
て
い
た
と
い
う
戦
争
期
の
信
綱
の
活

(
川
)

動
に
関
す
る
説
明
や
、
大
野
道
夫
の
、
天
皇
そ
し
て
国
家
と
強
く
結
び
付

め
(
Ⅱ
)

い
た
「
愛
づ
る
明
治
の
精
神
」
の
発
現
と
す
る
捉
え
方
が
有
効
で
あ
る
。

信
綱
は
戦
争
期
・
戦
後
を
通
じ
、
「
明
治
の
聖
代
に
生
を
享
く
る
」
者
と

(
北
)

し
て
、
一
貫
し
て
天
皇
へ
の
篤
い
忠
義
心
を
持
ち
続
け
た
。
森
本
平
が
言

う
よ
う
に
、
「
戦
争
と
い
う
一
国
難
」
を
天
皇
の
も
と
で
頑
張
っ
て
き
た

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
『
復
豊
ハ
』
と
い
う
『
国
難
』
も
蚕
の
も
と
で
頑

(
悲

張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
私
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
;
由
悉
矣
お
よ
び
皇
室
と
国
民
の

結
び
付
き
は
再
生
・
更
新
さ
れ
な
が
ら
、
森
す
る
0
 
と
い
う
「
叉
世
」

の
歴
史
観
を
信
綱
が
明
確
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
戦
争
期
か
ら
戦
後
を

生
き
抜
く
、
強
靭
と
さ
え
言
え
る
心
的
あ
り
よ
う
を
支
え
た
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
敗
戦
前
後
の
信
綱
の
歌
人
と
し
て
の
活
動
と
、
一
九
四
六
年
に

「
日
本
叢
書
」
(
生
活
社
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
鑑
賞
支
萬
葉
集
よ
り
』
器
机



萬
葉
集
よ
り
』
に
ょ
つ
て
、
こ
の
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
を
検
討
し
、
戦

争
期
と
戦
後
の
<
切
断
・
連
続
>
の
解
明
の
た
め
の
材
§
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
。

論
に
先
立
ち
、
本
稿
に
お
け
る
私
の
立
場
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
は
信
綱
を
戦
争
遂
行
に
加
担
し
た
知
識
人
と
捉
え
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
。
戦
争
期
と
戦
後
を
連
続
さ
せ
た
信
綱
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る

が
、
そ
れ
は
信
綱
を
擁
護
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
単
純

に
戦
争
加
担
者
と
告
発
す
る
立
場
も
採
ら
な
い
。
門
人
の
石
榑
正
、
藤
田

徳
太
郎
の
戦
災
に
ょ
る
死
に
対
す
る
「
い
た
ま
し
い
と
も
い
た
ま
し
い
」

(
U
)

(
「
作
歌
八
十
二
年
一
毎
日
新
開
社
、
一
九
五
九
)
と
い
う
嘆
き
の
深
さ
は
、
戦
争

加
担
者
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
捉
え
切
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
戦
争
下
で
愛
国
詩
を
作
っ
た
前
衛
詩
人
・
北
園

克
衛
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル
ト
が
用
い
た
、
一
日
一
日
、

あ
る
い
は
一

稔
)

月
一
打
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
評
価
す
る
と
い
う
方
法
に
依
拠
す
る
。

禄
的
に
は
、
『
心
の
花
』
第
帽
巻
第
1
号
(
一
九
四
四
こ
か
ら
第
和
巻

第
口
号
(
一
九
四
六
・
三
)
を
基
本
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・

讐
ル
・
書
籍
な
ど
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
私
に
作
成
し
た
、
一
九
四
三
年

十
二
月
か
ら
一
九
四
六
年
十
二
打
ま
で
、
す
な
わ
ち
一
九
四
五
年
八
月

十
五
日
の
「
終
戦
の
梨
白
」
宣
布
前
後
の
約
三
年
問
に
絞
っ
た
信
綱
の
活

(
匹

動
年
表
(
以
下
、
「
年
表
」
)
を
基
に
、
戦
争
期
と
戦
後
を
繋
い
だ
信
綱
の
論

理
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
本
稿
の
立
場

ま
た
、
信
綱
は
歌
人
と
「
国
文
学
者
」
の
両
面
を
持
つ
。
先
行
研
究
で

は
、
戦
争
下
に
お
け
る
信
綱
の
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
や
業
警
、
戦
争

介
)

遂
行
へ
の
加
担
と
切
り
酢
し
て
評
価
す
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
次
の

戦
争
期
と
戦
後
の
歌
に
注
目
し
た
い
。

《
戦
争
期
》
『
心
の
花
一
第
娼
巻
第
4
号
、
一
九
四
四
・
四
(
作
者
名
略
。
以
下
同
)

①

萬
葉
一
千
種
解
題

を
整
理
し
つ
つ

ま
す
ら
を
が
戦
の
場
に
た
つ
ご
と
き
心
も
て
今
日
も
文
机
に
ょ
る

小
み

め

」
カ

と

ひ
た
心
書
に
ひ
た
り
ゐ
し
眼
を
放
ち
見
や
る
外
の
面
は
雪
ふ
ぶ
き
を

り庭
木
立
枝
た
わ
わ
に
も
雪
つ
も
れ
り
北
の
防
人
を
思
ひ
か
し
こ
む

2
 
『
心
の
花
』
第
弗
巻
第
8
号
、
一
九
四
四
・
ハ

日
記
よ
り

家
人
は
鎌
倉
に
疎
開
し
つ
れ
ど
余
は
東
京
に
し
て

著
述
に
専
念
し
つ
つ
ぁ
り

い
く
さ
仁
は

み
軍
人
戦
の
場
に
在
る
ご
と
き
心
も
て
日
々
に
筆
と
り
暮
ら
す

《
戦
後
》

3
 
『
作
歌
八
十
二
年
』
の
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
1
十
七
日
条
(
二
九
九

豆著
作
に
い
そ
し
み
つ
つ
、

み
国
の
た
め
さ
さ
げ
ま
つ
ら
む
老
の
身
に
残
る
血
汐
の
一
し
づ
く

を
も
〔
『
黎
明
』
『
山
と
水
と
、
に
収
録
〕
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『
作
歌
八
十
二
年
』
の
一
九
四
六
年
四
月
条
会
弓
二
頁
)

④

終
日
著
作
の
筆
と
っ
て
、
ひ
,
ι
 
0

く
い

か
へ
り
み
て
今
日
の
一
日
に
悔
あ
ら
ず
あ
ら
む
限
の
力
つ
く
し
し

金
〕

山
は
戦
場
の
軍
人
と
と
も
に
戦
う
意
墜
、
「
萬
葉
一
千
種
解
題
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
曾
。
②
も
同
様
で
、
「
著
述
」
は
、
『
萬
葉

五
十
年
』
(
八
雲
書
店
、
一
九
四
四
・
六
)
を
始
め
、
こ
の
頃
に
立
て
続
け
に
出

-
W
)

版
さ
れ
る
「
国
文
学
」
の
学
禦
臼
を
指
す
。
③
は
「
終
戦
の
詔
書
」
の
宣

布
直
後
の
歌
で
、
「
著
作
」
に
ょ
っ
て
「
国
」
に
尽
く
す
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。
こ
の
「
著
作
」
は
霊
元
天
皇
一
乙
夜
随
筆
』
の
解
説
天
八

洲
出
版
一
九
四
六
・
二
)
な
ど
で
あ
ろ
う
。
④
に
も
③
登
染
引
き
樂

れ
て
い
る
。
「
著
作
」
は
「
上
代
繁
而
の
研
究
、
(
人
文
書
院

、し

(
即
)

一
九
四
六
・
-
 
0
)
な
ど
の
学
俳
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
か
ら
は
、
信
綱
は
^
国
民
^
(
「
臣
民
」
と
言
っ
た
方
が
相
応
し

い
か
)
の
一
人
と
し
て
、
戦
争
下
も
敗
戦
後
も
強
い
危
機
感
と
使
命
感
を

も
っ
て
研
究
に
勤
し
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
信
綱
の
研
究
活

動
も
時
代
の
中
で
捉
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
た
、
信
綱
に
お
け
る
^
切

断
・
連
続
>
を
索
す
る
た
め
に
は
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
と
研
究
者
と

〔
訂
)

し
て
の
千
砺
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

そ
し
て
、
信
網
の
戦
争
期
と
戦
後
を
繋
い
だ
論
理
を
解
明
す
る
本
稿
の

最
終
目
的
は
、
今
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
た
め
の
歴
史
的
教
訓
を
得

る
こ
と
に
あ
る
。
信
綱
の
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
ー

信
綱
の
「
年
表
」
を
辿
っ
て
ゅ
く
と
衝
撃
的
な
作
品
に
出
合
う
(
傍
線

は
引
用
者
。
以
下
同
)
。

《
戦
争
期
》
『
心
の
花
』
第
娼
巻
第
1
号
、
一
九
四
四
・
一

出
陣
学
徒
に
お
く
る

L

ひ
む
が
し
の
大
き
大
亜
細
亜
の
黎
明
に
雄
々
し
く
立
て
る
若
人
を
見

三
学
徒
出
陣
と
敗
戦
後
の
日
本
再
建

《
戦
後
》
『
黎
明
」
会
書
店
、
一
九
四
五
・
一
一

若
人
に
示
す

「

L

み

今
あ
ら
た
に
興
る
皇
国
の
黎
明
に
雄
々
し
く
立
た
む
若
人
を
見
よ

驚
い
た
こ
と
に
、
一
九
四
三
年
(
昭
和
十
八
)
十
二
月
一
日
の
学
徒
出
陣

の
際
の
讃
歌
が
、
歌
句
の
一
部
を
変
え
て
、
敗
戦
後
の
「
新
日
本
建
設
」

の
た
め
に
立
ち
上
が
る
若
者
の
讃
歌
に
転
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
二
首
目
は
『
黎
明
』
の
巻
末
歌
で
、
歌
集
名
の
由
来
と
な
る
重
要
な

歌
で
あ
る
。

信
綱
は
戦
争
下
緑
ん
だ
「
愛
国
短
歌
」
(
愛
国
の
恬
熱
や
殉
国
の
至
誠
を

詠
む
類
型
的
な
短
歌
)
に
お
い
て
、
同
じ
表
現
を
繰
り
返
し
用
い
て
お
り
、

歌
句
を
転
用
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
私
た
ち
が
考
え
る
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル

が
低
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
首
目
は
一
心
の
花
』
で
は
五
首
か
ら
な

る
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
の
冒
頭
歌
で
あ
る
が
、
一
九
四
三
年
十
二
月

一
日
付
の
「
朝
日
新
闇
(
東
京
版
・
大
阪
版
)
」
朝
刊
、
璽
冗
新
聞
」
朝

〔
弩

刊
の
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
『
心
の
花
」
の
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外
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
で
あ
っ
た
た
め
転
用
し
や
す
か
っ
た
と

い
、
つ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
ぇ
、
こ
の
二
首
は
敗
戦
を
挟
ん
で
お
り
、
日
本
再
建
を
歌
う
二

首
目
を
「
愛
国
短
歌
」
風
に
ょ
む
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
信
綱
に
と
っ
て
は
荏
出
陣
も
「
新
H
本
鴛
」
も
同
質
の
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
目
で
見
直
す
と
、
「
若
人
に
示
す
」
の
他
の
歌
に
つ
い
て

(
引
〕も
、
例
え
ぱ
そ
の
三
首
目
を
、

ひ
む
が
し
の
大
き
大
亜
細
亜
の
黎
明
に
雄
々
し
く
立
て
る
若
人
を
見

よ大
い
な
る
歴
史
の
中
の
一
人
と
し
い
ゆ
く
若
人
よ
今
ぞ
此
秋
ぞ

や
ま
と

新
た
し
き
日
本
の
国
を
つ
く
り
成
さ
む
一
人
一
人
ぞ
雄
々
し
く
正
し

新
た
し
き
法
の
花
さ
く
浦
安
の
名
に
負
ふ
国
の
法
の
花
さ
く

白
菊
を
黄
菊
を
い
け
て
新
た
世
の
法
の
花
さ
く
今
日
を
こ
と
ほ
ぐ

こ
れ
ら
は
一
九
四
六
年
十
一
月
三
日
の
日
本
黒
法
の
公
布
を
「
新
た

世
」
の
到
来
と
言
祝
ぐ
歌
で
あ
る
。
右
の
二
首
目
に
ょ
れ
ぱ
、
そ
の
「
新

た
世
」
と
は
、
過
去
の
歴
史
と
断
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
聖
徳
太
子
の

十
七
条
憲
法
、
明
治
天
皇
の
大
日
本
帝
国
憲
法
か
ら
の
連
続
性
の
中
で
、

今
、
今
上
天
皇
(
昭
和
天
皇
)
の
日
本
国
憲
法
に
ょ
っ
て
再
生
・
更
新
さ
れ

た
「
世
」
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
「
新
た
世
」
の
内
実
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
材
料
が
、
後
に
書
か

れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
『
作
歌
八
十
二
年
』
の
一
九
四
六
年
十
月
の
条
に

あ
る
。
次
年
度
の
歌
御
会
始
詠
進
歌
選
者
に
選
ば
れ
、
皇
居
で
天
皇
・
皇

后
に
拝
謁
し
た
折
、
天
皇
か
ら
「
歌
道
を
と
お
し
て
、
皇
室
と
国
民
と
の

結
び
つ
き
に
就
い
て
、
一
層
努
力
す
る
よ
う
に
」
と
の
言
葉
を
賜
り
、
こ

れ
を
歌
壇
全
体
へ
の
憂
と
し
て
感
激
し
て
承
っ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
し

て
、
以
下
の
よ
う
に
言
、
つ
。

[
・
・
・
]
か
く
も
深
く
歌
の
道
に
寄
せ
さ
せ
給
う
大
御
心
に
応
え
奉
っ

て
、
全
歌
壇
の
人
々
の
詠
進
を
待
望
す
る
。
萬
葉
集
の
歌
に
、
「
新

た
世
」
と
い
う
詞
が
あ
る
。
今
や
日
本
鼎
茨
も
制
定
せ
ら
れ
、
我

等
は
ま
さ
し
く
新
た
世
の
あ
け
ぽ
の
に
立
と
う
と
し
て
お
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
あ
け
ほ
の
」
の
御
題
を
御
示
し
に
な
っ
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
意
義
案
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
る
。
新
た
世

の
た
め
に
、
契
な
る
歌
の
た
め
に
、
重
ね
て
、
全
歌
壇
の
人
々
の

詠
進
を
待
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

今
弓
四
頁
)

と
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
と
並
べ
て
も
大
き
な
違
和
感
は
な
い
(
右
の

三
首
目
が
「
若
人
に
示
す
」
の
三
首
目
)
。

な
ぜ
信
綱
は
学
徒
出
陣
と
「
新
日
本
建
設
」
を
同
質
と
捉
え
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
手
祭
り
は
二
首
目
の
「
今
あ
ら
た
に
興
る
皇
国
」
と
い

う
表
現
に
あ
る
。
こ
の
表
現
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
よ
り
後
の
信

綱
の
歌
に
ょ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
心
の
花
』
第
釦
巻
第
姶

号
全
九
四
六
・
三
)
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

目
本
国
憲
法
発
布
の
日
に

の
り

の
η

今
ゆ
後
国
て
ふ
国
の
範
と
な
ら
む
法
こ
こ
生
る
よ
き
日
今
日
の
日

み
二

き
力

新
た
世
と
う
づ
な
は
し
つ
つ
聞
し
ま
さ
む
聖
徳
の
太
子
明
治
の
帝

く
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こ
の
記
述
に
ょ
れ
ば
、
信
綱
の
薪
た
世
」
と
は
、
皇
室
と
国
民
の
結

び
付
き
の
永
続
性
、
そ
し
て
そ
の
当
然
の
前
提
で
あ
る
皇
室
の
永
続
性
の

再
生
・
更
新
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
綱
は
墓
室
、
お
よ
び

皇
室
と
国
民
の
装
付
き
は
再
生
・
更
新
さ
れ
な
が
ら
永
続
す
る
0
 
と
い

う
歴
史
観
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

信
綱
は
日
本
黒
碕
定
に
ょ
っ
て
、
こ
の
歴
史
観
を
一
県
集
』
に

見
え
る
「
新
た
世
」
と
い
う
言
葉
(
巻
一
・
五
0
等
)
で
表
現
し
た
が
、
『
黎
明
』

の
「
今
あ
ら
た
に
興
る
皇
国
」
も
そ
の
よ
う
な
歴
史
観
に
基
く
も
の
で
あ

り
;
再
生
・
更
新
し
、
森
す
る
皇
国
(
天
皇
の
治
め
る
国
ン
を
意
味
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同
じ
「
若
人
に
示
す
」
と

題
さ
れ
た
歌
で
、

明
治
の
御
代
興
れ
り
し
時
を
思
ひ
見
よ
若
人
に
し
て
国
を
背
お
ひ
き

と
「
明
治
の
御
代
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
信
綱
に
と
っ
て
敗

戦
後
の
復
興
は
、
明
治
維
新
の
反
復
・
更
新
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
歌
に
は
、
「
ひ
む
が
し
の
大
き
大
亜
細

亜
」
と
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
信
綱
が
著
者
代
表
と
な
っ
て

い
る
『
歌
集
新
日
本
頌
.
一
(
八
重
否
林
、
一
九
四
二
・
一
こ
か
ら
わ
か
る
。

そ
の
「
序
」
に
お
い
て
、
信
綱
は
「
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
全
世

〔
と
こ
L
)

界
に
於
き
て
最
も
古
く
長
く
尊
き
歴
史
を
積
み
、
ま
た
永
へ
に
窮
な
き
将

日
本
頌
』
に
歌
を
寄
せ
た
歌
人
た
ち
に
も
共
通
す
る
が
、
信
網
は
と
り
わ

け
こ
れ
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
窪
田
空
穂
・
斎
藤
茂
吉
の
「
序
」
は
、

信
綱
の
「
序
」
の
よ
う
な
高
い
調
子
で
「
新
日
本
」
の
誕
生
を
樞
い
上
げ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
青
雲
」
と
題
し
た
自
作
三
四
首
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
歌
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。1
 
客
む

新
あ
じ
あ
興
さ
せ
ま
す
と
邦
き
よ
む
る
神
ご
こ
ろ
な
り
神
御
業
な
り

全
0
頁
)

こ
一
三
 
1
 
?

現
っ
御
神
神
の
慮
に
新
た
し
き
亜
細
亜
の
歴
史
創
ら
せ
た
ま
ふ

〔
あ
恬
み
い
 
0
 
1

来
を
持
た
る
吾
が
H
本
は
、
畏
き
大
御
稜
威
に
ょ
り
、
新
た
し
き
日
本
と

し
て
生
れ
た
り
と
い
ひ
つ
べ
し
」
と
記
し
、
〔
大
東
亜
戦
争
」
(
太
平
靴
争
)

の
W
を
「
新
日
本
」
の
璽
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
意
穫
『
歌
集
新

つ
二
頁
)

配
列
に
ょ
れ
ば
、
一
首
目
は
「
支
那
事
変
」
百
中
戦
争
)
下
、
二
首
目

は
「
大
東
亜
戦
争
」
開
戦
後
の
歌
で
あ
る
。
信
綱
は
日
中
戦
争
・
太
平
洋

戦
争
を
天
皇
に
ょ
る
新
た
な
ア
ジ
ア
の
建
設
事
業
と
見
て
い
る
が
、
こ
れ

は
「
開
戦
の
詔
書
」
に
素
朴
な
ま
で
に
墨
夫
な
戦
争
観
で
あ
る
。

「
ひ
む
が
し
の
大
き
大
亜
細
亜
の
黎
明
」
も
、
天
皇
に
ょ
る
新
た
な
ア

ジ
ア
の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
。
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
と
題
さ
れ

た
歌
に
は
、

大
い
な
る
歴
史
の
中
の
一
人
と
し
い
ゆ
く
若
人
よ
今
ぞ
此
秋
ぞ

と
い
う
一
首
も
あ
る
よ
う
に
、
信
綱
は
学
徒
出
陣
を
、
新
日
本
、
新
し
い

ア
ジ
ア
ー
戦
後
の
言
葉
を
使
え
ぱ
「
新
た
世
」
 
1
を
生
み
出
す
英
雄

的
行
為
と
讃
美
し
た
の
で
あ
る
。

「
新
た
世
」
の
歴
史
観
に
立
っ
と
き
、
学
徒
出
陣
と
戦
後
の
若
人
に
ょ

(
6
〕

19



る
日
本
再
建
は
決
定
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
じ
歴
史
的

意
味
を
担
う
出
来
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

四
『
萬
葉
集
よ
り
』
『
続
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」

信
綱
が
敗
戦
後
最
初
に
出
版
し
た
「
国
文
学
」
書
は
、
複
製
・
解
説
を

除
く
と
、
「
日
本
叢
書
」
(
生
活
社
)
の
一
九
四
六
年
(
昭
和
二
十
じ
発
行

の
『
萬
葉
集
よ
り
』
西
旦
と
『
続
萬
葉
集
よ
り
』
(
六
旦
で
あ
る
(
図

1
)
。
と
も
に
B
6
判
、
中
綴
じ
並
製
本
(
ホ
チ
キ
ス
一
か
所
留
め
。
但
し
、

背
か
ら
約
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
、
本
紙
を
綴
じ
、
そ
れ
に
表
表

紙
.
裏
表
紙
と
な
る
一
枚
を
糊
付
け
)
、
色
刷
の
紙
の
表
紙
呆
の
飾
り
枠
翁

子
持
ち
罫
>
内
に
里
1
名
等
を
印
刷
)
、
三
二
頁
、
表
表
紙
裏
に
「
日
本
馨
」

の
趣
旨
、
裏
表
紙
裏
に
既
刊
の
「
日
本
叢
圭
凹
」
の
書
名
・
著
者
名
の
一
覧

を
印
刷
す
る
。

『
続
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」
(
本
稿
末
尾
の
〔
資
料
2
〕
)
か
ら
は
、

当
初
よ
り
『
萬
葉
集
』
全
体
か
ら
の
抄
出
と
評
釈
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、

盆
の
都
合
で
二
冊
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
萬
葉
集
よ
り
』
は
『
萬

葉
集
』
巻
一
か
ら
巻
九
西
五
芭
ま
で
、
「
讐
葉
集
よ
り
』
は
同
巻
十

か
ら
巻
二
十
ま
で
の
歌
(
五
〒
旦
を
収
め
る
(
全
九
六
首
)
。

極
め
て
飾
素
な
小
冊
子
で
あ
る
が
、
こ
の
二
冊
の
出
版
に
信
綱
が
並
々

な
ら
ぬ
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
『
心
の
花
』
第
即
巻
第
6
号

(
一
九
四
六
・
六
)
の
記
事
「
竹
柏
園
主
の
近
著
に
就
い
て
」
(
署
名
な
し
)
か

ら
窺
え
る
。

歌
集
『
泰
明
』
は
、
近
作
及
び
従
来
の
作
品
中
よ
り
、
現
代
人
器

ノ
゛

ジ
三
欝
t
深
忽
多
が
ず
第
¥

ψ

ノ

人
ノ

臨
葉
染
キ
リ

'

ノ
十

精
神
を
こ
め
ら

れ
た
る
書
、
同
人
に
て
希
望
の
方
は
、
竹
柏
会
に
申
込
ま
れ
た
し
。

こ
の
よ
う
な
強
い
意
欲
の
も
と
、
『
萬
葉
集
よ
り
』
一
続
萬
葉
集
よ
り
』

で
信
綱
は
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
を
『
萬
葉
集
』
の
「
甑
」
と
い
う
形

で
具
体
化
し
、
深
化
さ
せ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ぱ
、
信
綱
に
お
け
る
<
切

断
"
器
>
の
問
題
が
特
に
先
鋭
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
こ
の
二
冊
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
①
「
序
言
」
、
②
「
評
釈
」
の
実
際
、
③
二
冊
が
含

ま
れ
る
「
日
本
叢
書
」
、
の
順
で
検
討
し
た
い
。

『
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」
(
〔
資
料
1
〕
)
は
九
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
か

ら
な
り
、
仕
S
④
で
『
萬
葉
集
』
の
歴
史
的
意
美
⑤
S
⑦
で
採
歌
方
針
、

訥
す
べ
き
明
朗

な
る
を
自
選
さ

れ
た
も
の
。

『
萬
葉
集
よ
り
』

は
、
集
中
の
秀

歌
と
当
時
の
文

化
的
現
象
の
資

料
た
る
歌
を
選

び
、
評
釈
を
加

へ
ら
れ
た
も
の
。

共
に
極
め
て
薄

き
冊
子
な
る
も
、
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⑧
で
「
弧
」
の
方
針
、
⑨
で
出
版
の
意
図
を
説
明
し
て
い
る
。

ま
ず
、
山
S
④
の
説
明
が
、
戦
争
期
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
捉
え
方

を
出
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ
ア

イ
ン
ド
・
中
国
と
比
べ
る
と
後
発
で
は
あ
る
が
、
日
本
が
優
れ
た
文
化
を

持
ち
、
そ
の
現
れ
が
『
萬
葉
集
一
で
あ
る
と
い
う
①
は
、
『
萬
葉
集
概
説
、
一

全
萬
葉
染
の
解
題
と
そ
の
研
究
の
興
味
、
四
頁
、
明
治
書
院
、
一
九
三
七
・
一
一
)

を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
萬
葉
集
は
、
世
界
の
文
芸
史
の
上
に
も
、

優
秀
な
る
古
典
の
一
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
は
、
一
九
三
0
年
代
か
ら
の
、

令
ご

「
世
界
文
学
」
と
し
て
『
萬
葉
集
』
の
卓
越
性
を
説
く
論
潮
と
重
な
る
。

『
萬
菜
集
一
が
「
国
家
的
に
十
分
目
覚
め
た
時
代
」
の
精
袖
性
を
説
く

『
萬
謹
肌
本
』
盲
本
評
論
社
、
一
九
三
五
・
-
 
9
 
の
「
一
、
序
論
」

②
は
、

の
文
章
の
一
部
会
了
四
頁
)
を
、
語
句
の
一
部
を
変
え
て
転
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
「
そ
の
感
佶
の
至
純
、
気
格
の
悠
揚
知
覚
の
頴
敏
道
義
的

観
念
の
敦
厚
さ
」
と
い
う
『
萬
葉
集
』
の
特
徴
を
説
明
す
る
憂
は
全
く

同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
「
成
長
し
つ
つ
ぁ
つ
た
純
朴
な
国
民
」
を
「
こ
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、国
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
純
樸
な
民
族
」
 
1
は
引
用
者
。
以
下
同
)
に
、
「
真

、

、

の
意
味
の
鴛
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
頃
の
国
民
精
神
」
を
「
国
家
的

、

、

、

、

、

、

に
十
分
目
覚
め
た
時
代
の
精
神
生
活
」
に
改
め
、
<
民
族
性
>
と
<
国
家

(
2
〕

意
逃
を
強
調
し
て
い
る
。

④
で
は
「
萬
葉
精
神
」
の
根
幹
が
「
ま
こ
と
」
に
あ
り
、
そ
れ
が
後
の

「
み
や
び
」
な
ど
の
起
源
と
な
っ
た
と
言
う
が
、
こ
れ
は
久
松
潜
一
が

一
九
二
0
年
代
後
半
に
論
理
化
し
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
下
に
強
化

西
〕

し
て
い
っ
た
「
国
文
学
の
精
神
」
論
を
踏
ま
え
て
い
る
。

次
に
採
歌
方
針
で
あ
る
が
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
。
注
目

し
た
い
の
は
⑥
で
あ
る
。
愛
国
精
神
の
昂
揚
の
た
め
に
日
本
文
学
報
国
会

に
ょ
っ
て
選
定
さ
れ
(
信
綱
は
選
定
貫
)
、
一
九
四
二
年
十
一
月
二
十
日

に
新
聞
発
表
さ
れ
た
「
愛
国
百
人
一
首
」
所
収
の
『
萬
葉
集
』
の
「
秀
歌
」

易
)

は
一
首
を
除
い
て
採
用
し
な
い
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
『
萬
葉
集
よ
り
=
続

萬
葉
集
よ
り
』
は
「
愛
国
百
人
一
首
」
を
前
提
と
し
た
茗
作
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
両
者
の
無
机
>
性
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
(
G
H
Q
)
は
一
九
四
五
年
九
月
に
プ
レ
ス
コ
ー
ド

を
発
布
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
統
制
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

関
連
す
る
出
版
物
が
統
制
の
対
象
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
「
愛
国
百
人
一
首
」

と
の
関
係
を
目
に
見
え
る
形
で
<
切
断
>
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
発
禁
を

免
れ
よ
う
と
し
た
可
佐
が
あ
る
。
同
時
倫
者
の
「
愛
国
百
人
一
首
」

の
記
憶
に
ょ
っ
て
、
『
萬
葉
集
よ
り
』
『
誓
葉
集
よ
り
』
が
こ
れ
と
<
連

火
切
断
>

続
>
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

に
ょ
る
無
机
ン
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
序
言
」
の
山
S
⑧
は
、
⑤
を
除
き
戦
争
期
と
の
<
迎
続
>

性
が
強
い
。
こ
れ
を
戦
争
期
の
鴛
永
集
』
の
「
評
釈
」
冴
序
文
と
し

て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
⑨
で
、
戦
後

と
い
う
状
況
を
反
映
し
た
、
「
今
や
吾
等
は
、
新
た
な
る
日
本
を
建
設
し
、

新
た
な
る
日
本
文
化
を
創
造
す
べ
く
、
一
刻
も
忽
せ
に
す
べ
か
ら
ざ
る
時

に
直
面
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
時
代
認
識
が
示
さ
れ
、
祖
国
の
た
め
に
「
正

し
き
道
」
に
精
進
す
る
若
人
の
心
の
糧
、
古
典
研
究
を
志
す
人
の
道
し
る

べ
と
し
た
い
と
い
う
出
版
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
る
。

(6 )
に

は
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こ
の
時
代
認
穫
前
節
で
見
た
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
に
基
づ
く
も
の

で
あ
ろ
う
。
永
続
す
る
日
本
の
歴
史
(
「
序
言
」
で
は
天
皇
に
触
れ
な
い
が
、
「
評

釈
」
に
は
天
皇
へ
の
忠
義
心
が
潜
め
ら
れ
て
い
る
。
後
述
)
を
、
『
萬
葉
集
』
に
ょ
っ

て
再
生
・
更
新
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

戦
争
期
以
来
変
わ
ら
ざ
る
萬
葉
観
を
、
「
新
日
本
建
設
」
の
た
め
に
再
生
・

更
新
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

で
は
ど
の
よ
う
に
再
生
・
更
新
す
る
の
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
の

が
⑤
で
あ
る
。
 
0
 
「
永
遠
の
生
命
あ
る
、
古
く
て
新
し
い
歌
」
と
、
@
「
文

化
的
現
象
を
了
解
す
る
資
料
」
と
な
る
歌
と
を
集
め
評
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
 
0
は
、
直
前
に
「
今
日
の
吾
々
の
魂
を
揺
り
、
胸
う
つ

も
の
が
多
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
<
千
年
以
上
の
時
を
超
え
て
戦
後

の
人
々
の
心
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
器
さ
せ
る
歌
>
で
あ
る
。
加
え
て
、
覆
机

萬
葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」
(
〔
資
料
2
〕
)
の
「
そ
の
後
の
歌
壇
に
、
常

に
新
し
い
生
命
の
力
を
濯
い
で
来
、
今
日
の
我
々
に
尽
き
ぬ
興
味
を
汲
ま

し
め
て
を
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
<
後
代
に
強
影
糾
力
を
持
っ
た
歌
>

も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
ど
ち
ら
の
歌
に
し
て
も
、
信
綱
は
『
萬
葉
集
』
の

歌
の
<
更
新
に
ょ
る
永
林
>
を
業
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
日
本
の
再

生
・
更
新
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

の
に
つ
い
て
は
、
艮
喬
」
に
説
明
が
な
く
、
そ
の
意
図
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
「
U
本
業
ど
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
企
休
を
見
渡
す
こ
と
で
、
そ

れ
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
後
節
で
改
め
て
論
じ
た
い
。

『
萬
葉
集
よ
り
』
『
誓
葉
集
よ
り
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
萬
黍
』

の
歌
九
六
首
の
う
ち
七
九
首
は
『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
(
明
治
書
院
、

一
九
二
六
・
三
)
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
歌
の
「
評
釈
」

は

『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
の
転
用
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
、
中
大
兄
の
巻
一

一
五
番
歌
で
あ
る
。

二
よ
ひ

つ
く
よ
あ
き
ら
け
く

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
宵
の
児
夜
清
明
こ
そ

'

皇
子
の
御
頃
播
磨
国
に
も
の
せ
ら
れ
、
印
南
野
の
海
浜
に
立
ち

五
一
萬
葉
集
』
の
歌
の
<
更
新
に
よ
る
永
続
性
>

給
う
て
の
御
作
と
考
へ
ら
れ
る
。

海
上
は
る
か
に
棚
引
い
て
を
る
う
つ
く
し
い
旗
の
や
う
な
雲
に
、

タ
日
の
光
が
映
え
て
ゐ
る
。
今
夜
の
月
は
き
つ
と
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

海
の
果
な
る
夕
ば
え
の
雲
の
美
し
さ
に
、
今
宵
の
月
の
さ
や
か
な

ら
む
こ
と
を
詠
み
給
う
た
の
で
あ
る
。

「
わ
た
つ
み
の
豊
旗
き
入
日
さ
し
」
と
、

華
麗
な
大
自
然
の
景
を
、

荘
重
な
調
に
う
た
ひ
あ
げ
給
う
た
の
は
、

作
者
の
御
人
が
ら
も
思
は

れ
る
。

(
一
萬
菜
染
よ
り
』
四
頁
)

*
一
増
訂
萬
葉
集
選
釈
】
(
全
文
)

つ
く
よ

こ
よ
0

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
に
て
り
こ
そ

海
上
は
る
か
に
た
な
び
き
渡
つ
て
を
る
壮
麗
な
旗
雲
に
、
入
日
の

前
の
長
歌
及
反
歌
の
次
に
あ
る
の
で
、
同
じ
く
印
南
の
海
辺
で
お

詠
み
に
な
つ
た
御
歌
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
第
五
句
の
訓
は
、
今

案
に
ょ
る
。

-94-

、



光
が
さ
し
て
ゐ
る
。
今
夜
の
月
よ
、
さ
や
か
に
照
ら
せ
よ
か
し
と
、

海
上
墾
一
に
夕
陽
の
映
ず
る
美
し
さ
を
見
な
が
ら
、
そ
の
夜
の
月
明

の
壮
大
な
景
色
は
、
後
世
萬
葉
以
外
に
は
認
め
ら
れ
ぬ
趣
味
で
あ
る
。

含
王
{
一
四
頁
)

傍
線
を
付
し
た
作
歌
事
情
、
歌
の
意
味
と
解
釈
に
つ
い
て
の
文
章
は
基

本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
一
致
し
て
い
る
例
は
小
ノ
な
い
が
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
一
増
哥
葉
集
袈
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

執
筆
期
問
が
短
か
っ
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

信
網
が
『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
一
に
大
き
な
加
筆
修
正
を
施
す
必
要
を
感
じ

な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
小
さ
な
加
筆
修
正
に
注
目
す

る
と
、
「
萬
葉
集
よ
り
二
続
萬
葉
集
よ
り
」
の
「
評
釈
」
の
特
徴
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

以
下
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
、
『
増
留
葉
集
選
釈
一
と
比
較

し
つ
つ
、
『
萬
葉
集
よ
り
、
容
机
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
評
釈
」
の
特
徴
を
見

て
み
た
い
。

そ
の
第
一
は
、
「
序
言
」
の
@
の
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
「
生
命
の
力
」

、し

を
「
評
釈
」
に
お
い
て
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
一
萬
葉
集
,
一
の
歌
鳶
郷
を
与
え
た
作
品
や
内
容
が
類
似
す
る

作
品
に
し
ば
し
ぱ
一
縫
的
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
山
上

憶
良
の
巻
三
主
芸
モ
番
歌
の
「
評
釈
」
が
そ
の
例
で
あ
る
。

憶
良
ら
は
今
は
ま
か
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
の
彼
の
母
も
吾
を
待
つ

ら
む
ぞ

を
希
ひ
給
う
た
の
で
あ
る
。
「
わ
た
つ
海
の
豊
祭
一
に
入
日
さ
し
」

(
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
)

附
記
。
馬
琴
の
八
犬
伝
に
、
「
い
、
ざ
罷
る
べ
し
、
子
泣
く
ら
ん
、

琴
も
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
引
い
た
の
で
あ
ら
う
。

(
一
萬
美
よ
り
』
一
五
S
 
一
六
頁
)

歌
の
意
味
、
制
作
事
情
の
説
明
は
、
一
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
を
基
本
的

に
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
馬
琴
の
『
八
犬
伝
」
に
つ
い
て
の
記

、し

述
は
全
く
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
続
萬
葉
集
よ
り
一

の
「
序
言
」
の
言
う
<
後
代
に
強
い
影
郷
力
を
持
っ
た
歌
>
の
影
粋
力
を

具
体
的
に
示
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
②
そ
の
歌
が
現
代
人
を
感
動
さ
せ
る
「
生
命
」
を
持
つ
こ
と
を

明
言
し
た
と
こ
ろ
が
何
箇
所
か
あ
る
。
一
増
訂
萬
葉
集
選
釈
,
一
に
は
そ
の

よ
う
な
一
憂
は
見
え
な
い
。
田
口
益
人
の
巻
三
・
二
九
六
番
歌
の
「
評
釈
」

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

庵
原
の
清
見
が
崎
の
三
保
の
浦
の
ゆ
た
け
き
見
つ
つ
物
思
も
な
し

[
・
:
]
今
日
、
清
水
市
な
る
龍
華
寺
あ
た
り
に
立
つ
て
、
千
数
百
年

そ
の
子
の
母
も
俟
つ
ら
ん
ぞ
、
亀
ミ
柘
△
云
々
の
句
が
あ
る
。
馬

前
の
萬
葉
人
の
此
の
歌
を
訥
し
た
な
ら
ぱ
、
何
人
も
、
詩
歌
の
生
命

の
新
た
な
る
を
感
ぜ
、
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
[
1
]

(
「
萬
柴
染
よ
り
」
一
三
貝
)

*
【
増
訂
萬
葉
集
選
釈
】
(
歌
は
省
堕

[
・
▲
東
海
道
の
汽
車
の
旅
路
に
、
最
も
旅
客
の
心
を
慰
さ
ま
し
む

る
景
色
の
一
つ
は
、
た
し
か
に
興
津
あ
た
り
の
眺
め
で
あ
る
。
こ
は、

何
人
も
し
か
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
し
か
も
「
ゆ
た
け
き
見
つ
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解
し
得
る
所
で
あ
ら
う
か
。
〔
・
'
・
]

交
0
五
豆

『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
」
で
は
、
現
代
の
旅
人
も
二
九
六
番
歌
の
よ
う
に

三
保
の
浦
に
器
す
る
が
、
益
人
の
歌
の
境
地
は
わ
か
ら
な
い
と
し
た
の

に
対
し
て
、
『
萬
葉
集
よ
り
』
で
は
、
現
地
で
こ
の
歌
を
訥
す
る
と
「
詩

歌
の
生
命
の
新
た
な
る
」
を
感
じ
る
と
言
う
。

言
葉
足
ら
ず
で
や
や
わ
か
り
に
く
い
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

大
伴
家
持
の
巻
十
九
・
四
二
九
0
番
歌
の
「
嚢
」
に
ょ
っ
て
諒
解
で
き

る
(
全
文
)
。春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
が
な
し
此
の
夕
か
げ
に
鷲
な
く
も

野
辺
に
は
、
霞
が
た
な
び
い
て
、
そ
こ
は
か
と
な
き
哀
愁
を
お
ぼ

え
る
。
時
は
恰
も
夕
ぐ
れ
、
入
方
の
日
券
ほ
の
か
な
光
に
、
象

鳴
い
て
を
る
。

淡
い
哀
愁
の
や
る
せ
な
さ
を
巧
み
に
ゑ
が
き
出
し
て
、
読
む
者
を

物
思
も
な
し
」
の
真
趣
は
、
果
し
て
今
の
汽
車
旅
行
の
旅
人
の
之
を

そ
倫
趣
の
中
に
誘
ひ
こ
む
魅
力
を
持
つ
て
を
る
。
春
愁
と
い
ふ
語

を
以
て
し
て
も
な
ほ
尽
く
さ
ぬ
こ
の
感
情
は
、
な
ご
や
か
な
日
本
の

春
景
色
の
め
ぐ
つ
て
く
る
ご
と
に
、
人
の
胸
に
殊
つ
て
来
て
、
そ
れ

と
共
に
こ
の
歌
が
新
し
く
思
ひ
か
へ
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
日
本
の

国
土
と
共
に
、
、
釜
に
新
し
く
、
不
朽
の
生
<
叩
を
も
つ
も
の
と
い
ふ

う
ら
ぐ
は
し
な
ど
用
ゐ
て
ゐ
る
。

べ
き
で
あ
ら
う
。

家
持
の
歌
風
の
円
拳
馨
べ
き
と
共
に
、
素
朴
な
萬
葉
歌
風
に
、

優
椀
精
緻
に
そ
の
成
伊
τ
表
現
す
る
新
生
面
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

「
う
ら
が
な
し
」
の
「
う
ら
」
は
、
心
の
う
ち
の
意
。
う
ら
さ
び
し
、

*
【
増
訂
萬
葉
集
選
釈
】
(
歌
は
省
堕

春
興
に
乗
じ
て
詠
ん
だ
家
持
の
作
。
「
う
ら
が
な
し
」
は
霞
み
こ

め
た
春
の
景
色
に
対
し
て
、
心
の
う
ち
が
何
と
な
く
物
あ
は
れ
な
な

つ
か
し
い
思
を
覚
え
る
、
と
い
ふ
ほ
ど
の
意
で
あ
る
。
即
ち
一
首
の

盡
、
春
の
野
に
う
ら
く
と
祭
た
な
び
い
て
、
景
色
の
面
白
い

の
に
、
折
か
ら
夕
日
の
薄
ら
か
に
さ
す
方
に
鷲
の
声
が
す
る
も
、
あ

は
れ
ふ
か
い
春
の
興
か
な
、
の
意
。
霞
の
朧
々
た
る
中
に
、
何
と
は

な
き
哀
愁
の
こ
も
つ
た
春
景
色
が
、
興
ふ
か
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
佳
作

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

(
四
三
九
頁
)

こ
の
歌
の
「
評
釈
」
で
は
、
「
う
ら
が
な
し
」
の
曹
苫
歌
の
意
味
の

説
明
以
外
は
、
『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
に
大
き
く
加
筆
修
正
し
て
い
る
。

春
が
到
来
す
る
と
「
春
愁
」
を
感
じ
、
そ
の
度
ご
と
に
こ
の
歌
に
新
た
な

咸
辺
τ
覚
え
る
で
あ
ろ
う
と
記
す
。
つ
ま
り
、
信
綱
の
言
う
「
詩
歌
の
生

命
」
と
は
、
季
節
が
巡
り
来
る
度
、
あ
る
い
は
歌
緑
ま
れ
た
士
地
を
訪

れ
る
度
そ
の
歌
が
新
た
な
感
動
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、

、

、

、

、

、

、

唐
突
に
出
て
く
る
よ
う
に
見
え
る
「
日
本
の
国
土
と
共
に
、
、
沓
に
新
し

く
、
不
朽
の
生
命
を
も
つ
」
と
い
う
言
葉
も
、
日
本
の
国
土
(
・
季
節

士
地
)
の
よ
う
に
、
『
萬
葉
集
』
の
歌
も
永
誓
新
し
態
動
を
与
驫

け
る
こ
と
を
言
、
つ
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
家
持
の
「
新
生
面
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
家
持
の
巻

、レ

十
九
・
四
二
九
二
番
歌
、

(
一
.
続
萬
器
よ
り
』
二
四
S
二
五
頁
)
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う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
雲
雀
あ
が
り
こ
こ
ろ
悲
し
も
一
人
し
お

も
へ
ぱ

に
つ
い
て
も
「
春
愁
を
詠
じ
て
、
水
遠
に
新
し
く
、
家
持
の
、
詩
を
求
め
て

常
に
若
い
心
の
思
は
れ
る
作
で
あ
る
」
(
「
祷
葉
染
よ
り
,
一
一
云
頁
)
と
あ
り
、

信
綱
の
言
う
<
新
し
さ
>
に
は
、
新
し
詳
を
生
み
出
す
詩
人
の
若
々
し

い
心
も
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
、
①
・
②
の
よ
う
な
<
更
新
に
ょ
る
永
続
性
)
と
い
う
信
網
の
『
萬

葉
集
、
の
捉
え
方
は
、
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
と
同
じ
構
造
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
<
永
荏
>
を
よ
り
深
い
篇
の
次
元
で
実
現
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
萬
菜
集
よ
り
』
謡
机
萬
葉
集
よ
り
』
で
は
し

ば
し
ぱ
、
『
増
補
萬
葉
集
選
釈
』
の
「
評
釈
」
に
「
深
い
あ
は
れ
」
「
哀
情

深
ど
「
情
の
切
迫
」
な
ど
の
璽
叩
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
信
綱
は
ま

さ
に
^
フ
^
た
に
呼
び
起
こ
さ
れ
る
感
動
を
直
^
的
に
^
え
よ
う
と
し
た
の

〔
迅

で
あ
ろ
、
つ
。

<

一
萬
菜
集
よ
り
.
二
続
萬
茶
よ
り
』
の
「
評
釈
」
の
第
二
の
特
徴
は
、

天
皇
へ
の
忠
急
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
微
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、
①
天
皇
(
天
智
天
皇
<
中
大
兄
Y
 
聖
武

天
皇
)
に
対
す
る
尊
敬
表
現
が
、
一
増
訂
萬
葉
染
選
釈
』
よ
り
手
厚
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
聖
武
天
皇
の
襟
」
六
・
九
七
四
番
歌
、

六
<
尽
忠
愛
国
>
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ユ

ま
す
ら
を
の
行
く
と
ふ
道
ぞ
お
ほ
ろ
か
に
思
ひ
て
行
く
な
大
丈
夫
の

占
も

に
つ
い
て
、
一
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
の
「
前
の
御
製
(
引
用
江
、
九
七
三
番
歌
)

に
も
劣
ら
ず
雄
大
な
御
歌
ぶ
り
で
あ
る
」
(
二
0
六
S
二
0
七
頁
)
が
、
「
荘

重
な
御
語
調
と
相
俟
っ
て
、
ま
こ
と
に
お
ご
そ
か
に
拝
四
ら
れ
る
」
(
「
萬

茶
よ
り
』
二
五
頁
)
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
②
「
皇
威
」
の
賛
美
を
加
筆
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
大
伴
家
持

の
巻
二
十
・
四
五
一
四
番
歌
、

青
海
原
か
ぜ
波
な
び
き
往
く
さ
来
さ
つ
っ
む
こ
と
な
く
船
は
早
け
む

に
つ
ぃ
て
、
『
増
訂
一
堂
集
選
釈
』
が
「
『
青
海
原
器
な
び
き
』
の
勁
健

な
句
の
調
が
、
海
路
の
際
を
凌
い
で
、
遠
く
異
国
に
出
で
立
つ
人
の
雄
々

し
い
別
に
ふ
さ
は
し
い
」
西
六
六
頁
)
と
述
べ
る
に
止
ま
る
と
こ
ろ
を
、
「
殊

●
を
う
な
ば
ら

こ
『
風
波
な
び
立
の
勁
健
な
句
に
、
皇
威
の
盛
ん
な
る
を
た
た
へ
た
意

{気
が
こ
も
つ
て
居
る
。
一
首
の
高
調
、
ま
こ
と
に
遣
外
使
節
送
別
の
歌
た

る
に
ふ
さ
は
し
い
」
 
9
二
頁
)
と
書
き
加
え
て
い
る
。

以
上
は
細
部
に
表
れ
た
天
皇
讃
美
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
器
争
期
に

衡
に
蔀
重
さ
れ
た
天
皇
讃
美
の
歌
二
首
が
、
「
評
釈
」
に
参
ぎ
歌
と
し

て
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
、
が
採
録

し
、
そ
れ
自
体
と
し
て
評
釈
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
首
は
橘
諸

兄
の
巻
十
七
・
=
元
二
二
番
歌
で
、
大
伴
家
持
の
巻
十
七
・
三
九
二
六
番
歌
、

逃
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大
宮
の
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
ふ
れ
る
白
雪
見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

の
「
顎
」
に
全
文
引
用
さ
れ
た
信
綱
の
既
発
表
の
文
章
「
雪
の
日
の
肆

{
旻
」
(
『
萬
葉
集
百
話
』
明
治
直
一
九
三
七
・
五
の
中
に
登
場
す
る
。

[
÷
]
終
っ
て
肆
宴
を
賜
ひ
、
雪
の
歌
を
献
す
べ
き
勅
が
あ
つ
た
。

三
代
に
奉
仕
し
た
白
髪
の
老
臣
橘
諸
兄
は
、
ま
づ
詔
に
応
じ
て
、
「
ふ

と

る
雪
の
し
ろ
髪
ま
で
に
大
君
に
仕
へ
ま
つ
れ
ば
尊
く
も
あ
る
か
」
と

う
た
ひ
、
以
下
各
そ
の
歌
を
奏
し
た
。
[
・
・
・
]

(
一
讐
葉
集
よ
り
』
一
八
S
 
一
九
頁
)

諸
兄
の
三
九
二
二
番
歌
は
、
尊
皇
の
精
祁
を
あ
ら
わ
し
た
歌
と
し
て
『
国

体
の
本
義
』
(
文
部
省
一
九
三
七
・
三
)
に
取
り
上
げ
ら
れ
(
三
九
S
四
0
頁
)
、
「
愛

国
百
人
一
首
」
に
も
選
ば
れ
た
歌
で
あ
る
。

み
ち
の
(
の
く
仁
く
が
ね

せ
う
し
よ

も
う
一
首
は
、
家
持
の
長
歌
「
陸
奥
国
に
金
を
出
だ
す
轡
を
賀
く
歌

二
と
だ

一
首
」
(
巻
十
八
血
0
九
四
に
引
か
れ
た
大
伴
氏
の
言
立
て
で
あ
る
。

海
ゆ
か
ぱ
水
づ
く
か
ぱ
ね
山
行
か
ぱ
く
さ
む
す
か
ぱ
ね
大

〔
記
〕

君
の
へ
に
こ
そ
死
な
め
か
へ
り
み
は
せ
じ

こ
の
言
立
て
は
、
長
歌
の
反
歌
で
あ
る
四
0
九
七
番
歌
、

す
め
ろ
ぎ
の
御
代
栄
え
む
と
あ
づ
ま
な
る
陸
奥
山
に
黄
金
花
咲
く

「
験
」
に
お
い
て
、
そ
の
制
g
竿
説
明
す
る
中
で
言
及
さ
れ
る
。

の

[
・
・
,
]
家
持
は
、
当
時
越
中
守
と
し
て
任
に
北
国
に
あ
つ
た
が
、
そ

の
詔
書
(
引
用
注
、
黄
金
出
現
を
峯
玉
武
火
n
お
詔
)
を
拝
読
し
、
感
激

し
て
長
歌
を
詠
じ
た
。
そ
の
中
に
大
什
氏
の
祖
先
か
ら
歌
ひ
伝
へ
た

か
の
、
「
海
ゆ
か
ぱ
水
づ
く
か
ば
ね
、
山
行
か
ば
草
む
す
か

ぱ
ね
:
:
」
も
詠
み
い
れ
て
あ
る
。
[
・
:
]
(
「
銑
萬
葉
集
よ
り
一
一
九
頁
)

戦
争
下
に
、
身
命
を
捧
げ
て
天
皇
を
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
歌
と
解
釈
さ

れ
た
言
立
て
は
、
一
九
三
七
年
に
信
時
潔
に
ょ
つ
て
曲
を
得
、
太
平
洋
戦

(
態

争
下
の
「
国
民
」
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
四
0
九
七
番
歌
の
制
作
事

情
に
つ
い
て
は
、
聖
武
天
皇
の
詔
に
応
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
足
り
、

言
立
て
を
引
用
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
「
か
の
」
と
い
う
指
一
爾

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
綱
は
言
立
て
昇
別
な
思
い
入
れ
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
上
、
全
文
引
用
し
な
く
と
も
当
鈴
っ
て
い
る
読
者
は
自

分
に
共
感
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
形
で
の
二
首
の
引
用
は
、
 
G
H
Q
に
ょ
る
検
閲
を
免
れ
る
た
め
の
も
の
一

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
、
④
戦
争
期
に
宣
揚
さ
れ
た
「
上
代
日
本
精

神
」
に
暖
昧
な
形
で
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
家
持
の
巻

十
九
・
四
一
六
五
番
歌
、

ま
す
ら
を
っ
、
、

丈
夫
は
名
を
し
立
っ
べ
し
後
の
代
に
聞
き
継
ぐ
人
も
語
り
つ
ぐ
か
ね

言
立
、

89

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
(
全
文
)
。

す
ぺ
か
ら

大
丈
夫
た
る
者
は
、
須
く
名
を
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
後
代
に
そ
の

名
を
聞
き
つ
ぐ
人
が
亦
語
り
伝
へ
て
、
永
久
倫
り
つ
ぎ
ゆ
く
や
う

こ
0
1

「
勇
士
の
名
を
振
ふ
を
慕
ふ
歌
」
と
い
ふ
長
歌
の
反
歌
。
憶
良
の
「
を

の
こ
や
も
空
し
か
る
べ
き
萬
代
§
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し

み
ち
の
く

く
か
わ



上
代
日
本
精
神
の
よ
く
あ
ら
は
れ
た
作
で
あ
る
。

令
禽
茶
よ
り
』
二
二
頁
)

第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
で
は
一
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
0

『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
は
こ
れ
に
続
け
て
「
元
来
家
持
は
、
憶
良
の
歌
風

゛
条
つ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
種
の
追
和
の
作
が
こ
の
外
に
も
あ
る
」
西
二
0

頁
)
と
述
べ
る
に
止
ま
る
。
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
あ
ま
り
に
簡
潔
で
、
な

ぜ
こ
の
歌
が
「
上
代
日
本
精
神
」
を
表
し
て
い
る
の
か
、
「
上
代
日
本
精
神
」

と
は
何
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

ぢ
用
さ
れ
た
山
上
憶
良
の
巻
六
・
九
七
八
番
歌
は
、
「
愛
国
百
人

一
首
」

に
採
ら
れ
て
い
る
。
四
一
六
五
番
歌
は
こ
の
憶
良
の
歌
と
と
も
に
、

戦
争

下
に
「
萬
葉
精
神
」
を
象
徴
す
る
歌
と
さ
れ
て
い
た
。
鴻
巣
盛
広
は
こ
の

二
首
と
そ
の
他
の
類
す
る
歌
に
、
『
萬
葉
集
』
の
時
代
に
お
け
る
<
名
を

重
ん
ず
る
田
墾
の
幟
烈
さ
を
見
、
そ
れ
を
無
窮
の
尊
重
悠
久
へ
の
継

続
と
説
明
し
、
「
吾
が
国
家
皇
室
に
対
す
る
萬
世
無
窮
の
信
念
」
に
結
び

付
け
た
(
「
萬
希
杣
」
日
本
精
神
叢
書
、
教
学
局
、
一
九
三
八
・
六
)
0
 
ま
た
、
武

田
祐
吉
も
二
首
に
つ
い
て
、
国
{
永
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
名
を
立
て
る
こ
と

、し

と
解
説
し
た
(
「
萬
菜
精
杣
,
一
上
蝶
」
、
楊
川
弘
文
社
一
九
四
三
・
七
)
。

「
上
代
日
本
精
神
」
も
こ
の
よ
う
奪
傑
と
思
わ
れ
る
。
信
網
は
そ
れ

を
具
体
的
に
説
明
せ
ず
、
読
者
の
賠
黙
の
了
解
に
委
ね
た
の
で
あ
る
0

と
こ
ろ
が
、
逆
に
⑤
「
上
代
人
の
純
忠
の
精
神
」
を
明
言
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
一
箇
所
あ
る
。
信
濃
国
の
防
人
・
小
長
谷
部
笠
麻
呂
の
巻

二
十
・
四
四
0
三
番
歌
、

て
」
の
歌
に
和
し
た
も
の
。

大
君
の
命
か
し
こ
み
青
ぐ
む
の
と
の
び
く
山
を
越
よ
て
来
ぬ
か
む

「
評
釈
」
の
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

の

主
二
と

「
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
」
は
、
上
代
臣
民
の
忠
誠
の
恍
を
あ

純
忠
の
精
神
を
あ
ら
は
し
て
を
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
0

会
.
誓
葉
藥
よ
り
一
二
九
頁
)

こ
の
「
評
釈
」
の
主
眼
は
、
「
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
」
と
い
う
『
萬

葉
集
』
の
類
型
表
現
に
「
忠
誠
の
恍
」
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る

こ
と
に
あ
る
。
四
四
0
三
番
歌
は
『
増
訂
萬
葉
集
選
釈
』
に
は
採
ら
れ
て

い
な
い
が
、
戦
争
下
の
信
綱
と
今
井
福
治
郎
の
共
著
『
萬
黍
防
人
歌
の

鑑
賞
』
(
有
精
堂
出
版
部
、
一
九
四
二
・
四
は
、
こ
の
類
型
表
現
を
持
っ
防
人

歌
の
最
初
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
信
綱
が
特
に
重
視
し
て
い
た
歌
と
思
わ

れ
る
。『
萬
葉
集
防
人
歌
の
鑑
賞
』
で
は
「
古
人
の
純
忠
の
精
神
」
を
賛
美
し
、

そ
れ
が
「
事
変
」
(
B
中
戰
争
)
で
は
「
大
君
の
命
の
ま
ま
に
生
命
を
捧
げ

ん
と
し
、
大
君
の
お
召
の
ま
ま
に
肉
親
の
紳
を
き
つ
て
征
か
ん
と
す
る
大

丈
夫
の
精
神
」
(
八
頁
)
と
し
て
表
れ
て
い
る
と
解
説
す
る
が
、
『
続
萬
葉

集
よ
り
』
で
は
、
そ
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

こ
の
歌
に
「
東
託
の
多
い
」
こ
と
を
言
う
。
方
言
が
強
く
、
意
味
の
取
り

に
く
い
、
地
方
人
特
有
の
感
情
表
現
と
も
受
け
取
れ
る
防
人
歌
を
敢
え
て

み
こ
と

ら
は
し
た
句
で
あ
る
。
〔
'
・
・
]
同
じ
句
を
用
ゐ
た
歌
が
二
十
七
首
、

中
に
、
六
人
の
防
人
の
歌
に
あ
り
、
こ
れ
が
そ
の
一
首
で
あ
る
。
東

託
の
タ
タ
い
、
此
の
歌
に
此
の
句
を
用
ゐ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
上
代
人
の
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選
ん
で
、
「
上
代
人
の
純
忠
の
精
祁
」
を
揚
言
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
萬
葉
集
よ
り
』
え
机
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
評
釈
」
こ

は
、
「
序
言
」
で
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
天
皇
へ
の
忠
義
心
が
見
え
隠
れ
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
期
の
<
尽
忠
報
国
>
を
根
幹
と
す
る
「
日
本
精

神
」
と
の
<
連
続
>
性
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ユ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
信

綱
に
と
っ
て
、
天
皇
へ
の
忠
義
心
は
絶
対
に
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
『
萬

葉
集
』
の
核
心
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
<
文
化
史
料
>
と
い
う
採
歌
基
準

「
日
本
叢
圭
昌
を
め
ぐ
っ
て
ー

『
萬
葉
集
よ
り
』
『
続
萬
葉
集
よ
り
』
で
、
な
ぜ
信
網
は
の
「
文
化
的
現

象
を
了
解
す
る
資
料
」
と
な
る
歌
の
採
曾
努
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
信

綱
は
研
究
の
初
期
よ
り
、
『
萬
葉
集
』
と
上
代
の
彫
刻
・
建
築
.
法
制
な

ど
の
文
明
と
の
関
連
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
上
代
国
民

の
精
神
」
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
た
め
で
あ
っ
た
(
【
和
歌
史
の
研
究
』
第
一
編
.

第
一
章
.
ニ
・
上
代
文
明
と
和
歌
、
三
 
S
 
二
二
頁
、
大
日
本
学
術
協
会
、

一
九
一
五
・
一
一
)
。
ま
た
、
「
奈
良
朝
文
明
の
宝
庫
」
で
あ
る
『
萬
葉
集
』

Lブ
を
当
時
の
社
会
生
活
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
と
も
見
て
ぃ
た
(
「
奈
良
朝
文

一
七
・
八
)
。

九

明
の
宝
庫
」
『
萬
菜
漫
染
」
改
造
社
、

し
か
し
↓
萬
葉
染
よ
り
』
謡
鷲
菜
集
よ
り
』
の
よ
う
に
<
文
化
史
料
>

と
し
て
『
萬
葉
集
」
の
歌
を
採
録
す
る
力
針
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
『
増

訂
萬
葉
集
袈
』
に
採
ら
れ
ず
、
決
し
て
「
秀
歌
」
と
は
言
え
な
い
歌
ま

で
も
採
録
す
る
こ
と
は
、
戦
争
期
以
前
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

こ
の
採
歌
方
針
の
変
化
は
、
研
究
の
当
初
か
ら
の
信
綱
の
関
心
が
、
『
萬

葉
集
よ
り
』
器
机
萬
葉
集
よ
り
』
が
属
す
る
「
日
本
叢
書
」
の
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
の
趣
旨
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と
に
ょ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
日
本
叢
書
」
の
版
元
の
生
活
社
は
ご
九
三
七
年
凾
和
十
己
頃
か
ら
、

鷲
沢
与
四
一
『
支
那
開
発
の
根
本
方
策
』
(
一
九
三
七
・
五
)
、
安
藤
徳
器
編
『
北

支
那
文
化
便
覧
』
(
一
九
三
八
・
-
0
)
、
南
洋
協
会
編
『
南
洋
鉱
産
資
源
』

交
九
四
9
六
)
、
住
谷
悦
二
『
大
東
亜
共
栄
圏
植
民
論
』
(
一
九
四
9
七
)

な
ど
を
刊
行
し
、
植
民
地
経
営
を
中
心
に
時
代
の
動
き
に
敏
感
に
反
応
し

た
出
版
社
で
あ
っ
た
。
信
網
と
の
関
わ
り
で
は
、
信
綱
の
三
男
で
歌
人

国
文
学
者
の
治
綱
の
一
、
永
福
門
院
』
(
一
九
四
子
五
)
を
出
版
し
て
ぃ
る
。

「
日
本
業
凶
」
の
出
版
は
、
「
終
戦
の
馨
」
宣
布
以
前
の
一
九
四
五
年

四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
(
〔
表
〕
)
。
同
年
七
月
十
五
日
発
行
の
圖
柳
壮

一
一
寒
さ
と
人
問
』
の
末
尾
の
「
追
記
」
の
日
付
が
同
年
三
月
十
五
日
で
一

あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
四
月
二
十
日
発
行
の
田
宗
稲
柱
と
凍
上
』

の
原
稿
依
頼
は
遅
く
と
も
一
九
四
四
年
後
半
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

(
シ
リ
】
ズ
番
号
を
四
角
囲
み
数
字
で
示
す
。
以
下
同
)
0

太
平
洋
戦
争
末
期
に
物
資
が
欠
乏
す
る
中
、
生
活
社
は
コ
ス
ト
を
最
小

限
に
切
り
詰
め
た
、
効
果
の
大
き
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
日
本
業
ど
を

企
画
し
、
生
き
残
り
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
業
、
凹
」
は
各
冊

三
二
頁
0
 
本
文
の
分
量
の
多
寡
を
活
字
の
大
き
さ
と
行
闇
で
覗
'
し
て
ぃ

る
0
 
こ
の
三
二
頁
と
い
う
の
は
、
 
B
半
裁
一
枚
の
表
裏
に
印
刷
す
る
だ
け

で
一
冊
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
図
2
)
。

「
日
本
叢
書
」
は
敗
戦
を
挟
む
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
一
九
四
七
年
六

子
)
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月
ま
で
の
間
に
、
九
七
冊
出
版
さ
れ
た
。
敗
戦
後
も
出
版
を
継
続
で
き
た

の
は
、
低
コ
ス
ト
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
自
吠
§
t
歴
史
(
明
治
期
)

文
学
を
中
心
に
、
時
局
の
影
粋
を
極
端
に
受
け
な
い
内
容
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
戦
争
期
出
版
の
「
日
本
叢
書
」
の
諸
冊
に
は
、
戦
争
末
期

の
「
国
難
」
に
対
す
る
危
憾
鹸
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ぱ
、
④

谷
川
徹
三
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
の
、

[
1
]
今
日
の
事
態
は
、
と
も
す
る
と
人
を
昂
奮
さ
せ
ま
す
。
併
し
、

昂
奮
に
は
今
日
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
に
必
要

な
の
は
昂
奮
で
は
な
く
て
意
志
の
堅
持
1
持
続
的
な
意
志
の
堅
持

(
駕
〕

1

ノ

で
あ
り
ま
す
。
[
:
・
]

(
二
二
頁
)

や
、
⑫
中
谷
宇
吉
郎
『
科
学
の
芽
生
え
』
の
、

斉
彬
公
は
、
今
日
に
劣
ら
ぬ
国
難
に
当
つ
て
、
外
に
向
つ
て
何
等

大
声
疾
呼
す
る
こ
と
な
く
、
静
か
に
藩
政
を
治
め
、
科
学
工
業
を
興

し
、
勤
皇
の
志
を
堅
め
、
琉
球
を
通
じ
て
我
が
国
の
世
界
的
飛
躍
を

策
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

(
二
頁
)

と
い
う
危
峯
織
は
、
敗
戦
後
の
「
国
難
一
に
対
す
る
も
の
と
し
て
読
み

換
え
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
戦
争
期
に
出
版
さ
れ
た
「
日
本
叢
書
」
の
裏
表
紙
に
は
、
以

下
の
趣
旨
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
(
③
高
本
早
一
郡
司
成
忠
大
尉
」
に
ょ
る
。
本
に

よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
に
異
同
が
あ
る
)
0

わ
れ
わ
れ
を
生
み
育
て
て
く
れ
た
日
本
こ
の
日
本
の
よ
い
と
こ

ろ
を
も
つ
と
よ
く
知
り
良
く
な
い
と
こ
ろ
は
お
互
ひ
に
反
省
し

す
ぐ
れ
た
も
の
の
数
々
を
し
つ
か
り
と
身
に
つ
け
ど
ん
な
と
き
に

も
ゆ
る
が
ず
ひ
る
ま
ず
大
き
く
強
く
伸
び
て
行
く
も
と
と
な

り
力
と
な
る
そ
ん
な
本
を
つ
く
り
た
い

こ
の
趣
旨
は
敗
戦
後
に
、
戦
争
期
の
「
反
省
」
あ
る
い
は
「
批
四

日
本
再
建
の
標
語
経
み
換
え
ら
れ
、
一
言
の
変
更
も
な
く
「
日
本
業
誹
」

に
印
刷
さ
れ
続
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
期
と
<
連
続
>
す
る
と
同
時
に
、
読
み
換
え
に
ょ
っ

て
戦
争
期
か
ら
<
切
断
>
さ
れ
た
「
日
本
叢
書
」
の
敗
戦
後
の
執
筆
老
た

ち
は
登
的
な
変
革
に
対
し
て
は
、
図
頴
原
退
蔵
『
明
恵
上
人
』
が
「
自

由
と
民
主
へ
の
放
恋
な
利
己
的
な
解
釈
」
を
非
難
し
 
9
る
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、
迅
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宇
吉
郎
一
農
業
物
理
学
雑
話
』
が
米
軍
将
校
の
「
日
本
は
今
後
瑞
典
の

や
う
な
美
し
い
平
和
な
国
(
引
用
注
、
農
業
国
)
と
し
て
生
く
べ
き
だ
」
と

い
う
意
見
を
、
日
本
の
面
積
と
人
口
で
は
実
現
不
可
能
と
退
け
た
よ
う
に

(
二
七
頁
)
、
批
判
的
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
。

「
日
木
馨
」
の
タ
イ
ト
ル
一
覧
(
〔
表
〕
)
を
見
渡
す
と
、
シ
リ
ー
ズ

の
企
画
者
は
、
伝
統
文
化
と
西
洋
文
化
を
拠
り
所
に
し
た
穏
健
な
「
日
本

再
建
」
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
但
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の

平
野
義
太
郎
の
屡
『
日
本
労
働
運
動
の
序
幕
と
展
望
』
・
鬮
『
自
由
民
権
』

や
、
農
業
関
係
の
圃
寺
尾
陣
『
農
の
理
法
』
・
睡
尾
崎
喜
八
『
麦
刈
の
月
』
・

羅
中
谷
宇
吉
郎
『
農
業
物
理
学
雑
話
』
・
趣
西
岡
虎
之
助
『
中
世
農
民
の

経
済
的
日
常
生
活
』
も
見
え
る
よ
う
に
、
敗
戦
後
に
急
激
に
高
ま
っ
た
労

働
運
動
・
農
民
運
動
へ
の
関
心
の
取
り
込
み
も
図
ら
れ
て
い
る
。

『
萬
葉
集
よ
り
』
『
続
萬
葉
集
よ
り
』
に
<
文
化
史
料
>
と
し
て
談
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
を
整
理
す
る
と
、
二
つ
の
異
な
る
方
向
性
が
浮
か
び

上
が
る
。
そ
の
一
つ
は
、
上
代
の
貴
族
文
化
を
伝
え
る
歌
で
あ
る
(
漢
文

学
の
受
容
/
正
倉
院
文
轡
と
の
関
連
/
花
喰
い
鳥
の
デ
ザ
イ
ン
・
肖
像
画
に
関
わ
る
歌

/
仏
教
思
相
や
仏
教
儀
礼
・
仏
像
な
ど
の
仏
教
の
受
容
/
七
夕
の
受
容
/
一
長
・
玉
箒

な
ど
の
偏
仰
/
時
捌
制
度
を
示
す
歌
/
図
書
館
の
歴
史
を
示
す
歌
/
袖
付
け
衣
な
ど
服

飾
に
関
わ
る
歌
/
鷹
狩
の
歌
)
。
「
H
本
業
凹
」
の
一
つ
と
し
て
、
信
網
は
こ

れ
ら
の
歌
を
通
し
て
、
「
H
本
再
建
」
の
拠
り
所
と
な
る
上
代
の
。
高
い
0

文
化
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
)

新
嘗
/
市
・
商
規
則
/
建
築
'
墨
縄
/
山
道
開
墾
・
山
中
の
旅
・
航
海
/
肥
人
の
服
飾

/
食
料
品
/
雨
乞
い
・
稽
/
温
泉
/
犬
・
鶏
・
馬
・
牛
)
。
萬
葉
時
代
の
官
民
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
歌
に
ょ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
信
綱
は
「
奈
良
朝
文
明
の
宝
庫
」
と
し
て
、
「
萬
葉
集
』

を
当
時
の
社
会
生
活
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
と
見
て
い
た
が
、
ま
た
、
労

〔
3
〕

働
に
関
わ
る
歌
真
詠
ん
で
お
り
、
特
に
戦
後
す
ぐ
の
時
期
に
は
、
精
悍
な

農
夫
の
労
働
の
姿
を
活
写
し
た
次
の
よ
う
な
歌
も
作
っ
て
い
る
。

蝶
木
・
動
物
な
ど
に
つ
い
て
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
歌
で
あ
る
(
貧
窮
/

海
の
日
は
直
に
照
ら
せ
り
二
毛
作
ま
く
と
畑
か
へ
す
裸
身
の
農
夫

「
遠
州
行
(
二
)
」
念
の
花
一
第
騎
巻
第
W
号
、
一
九
四
六
・
-
 
9

敗
戦
後
、
信
綱
は
労
働
や
生
活
へ
の
関
心
を
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
続

萬
葉
集
よ
り
』
に
は
「
農
業
国
な
る
吾
が
国
」
と
い
う
発
言
も
あ
る
(
三

頁
)
。
社
会
生
活
に
関
す
る
歌
を
採
録
し
て
、
「
祖
先
」
の
暮
ら
し
へ
倫

者
の
関
心
に
応
え
、
そ
れ
が
戦
後
の
暮
ら
し
と
通
ず
る
こ
と
を
示
し
、
「
心

の
糧
、
心
の
う
る
お
い
」
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

<
文
化
史
料
>
と
し
て
の
『
萬
葉
集
』
の
歌
を
、
「
秀
歌
」
に
限
ら
ず
採

録
す
る
こ
と
は
、
敗
戦
後
の
時
代
状
況
と
「
日
本
叢
書
」
の
趣
旨
に
沿
っ

た
萬
葉
像
の
再
生
・
更
新
で
あ
っ
た
。

ナ
ナ

二
ま
び
と

「
新
た
世
」
の
歴
史
観
の
問
題
点

八

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
佐
佐
木
信
綱
は
亘
室
お
よ
び
皇
室
と

国
民
の
結
び
付
き
は
再
生
・
更
新
さ
れ
な
が
ら
、
森
す
る
0
 
と
い
う
「
新

た
世
」
の
歴
史
観
を
支
え
に
、
戦
争
期
か
ら
戦
後
へ
と
時
代
を
渉
っ
て
行
っ

も
う
一
つ

叫
築
・
工
業

服
飾
・
食
・
呪
術
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た
。
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
を
、
天
皇
を
中
心
に
新
た
な
ア
ジ
ア
が
建

設
さ
れ
る
「
新
た
世
」
と
見
た
の
と
同
様
に
、
敗
戦
後
の
「
日
本
再
建
」

も
天
皇
を
中
心
と
す
る
「
新
た
世
」
と
捉
え
た
。

敗
戦
後
最
初
に
出
版
し
た
「
国
文
学
」
書
一
萬
葉
集
よ
り
一
『
誓
葉

集
よ
り
』
で
は
、
『
萬
葉
集
』
の
歌
が
、
日
本
の
国
士
と
と
も
に
、
過
去

か
ら
今
の
時
代
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
新
し
い
感
動
を
与
え
て
き
た
こ
と

を
説
い
た
。
敗
戦
後
の
読
者
は
、
「
萬
葉
集
』
の
歌
に
新
た
に
感
動
す
る

こ
と
で
、
そ
の
永
楚
9
る
歴
史
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
際
、
予
め
G
H
Q
に
ょ
る
磊
統
制
に
備
え
て
、
一
萬
葉

集
よ
り
』
『
続
萬
黍
よ
り
』
を
、
表
面
的
に
は
戦
争
期
の
<
尽
婁
国
>

の
萬
葉
観
か
ら
<
切
断
>
し
た
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
こ
れ

を
無
机
>
さ
せ
た
。
信
綱
に
と
っ
て
は
、
天
皇
へ
の
忠
義
心
は
『
萬
葉

集
」
の
核
心
部
で
あ
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
萬
葉
集
」
の
歌
に
ょ
っ
て
「
祖
先
」
が
。
高
い
0
 
文
化
を
持
ち
、

し
か
も
今
の
時
代
の
人
々
に
通
ず
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
、

「
日
本
再
建
」
の
担
い
手
と
な
る
人
々
の
精
神
的
支
柱
と
し
よ
う
と
し
た
。

信
綱
か
ら
す
れ
ぱ
、
天
皇
の
治
世
も
、
天
皇
へ
の
忠
義
心
を
核
心
部
と
す

る
『
萬
葉
集
』
も
、
再
生
・
更
新
さ
れ
な
が
ら
、
森
す
る
も
の
で
あ
り
、

敗
戦
は
そ
の
一
局
面
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
再
生
・
更
新
が
果
た
さ
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
信
綱
は
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
を
単
純
素
朴
に
信
じ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
一
年
凾
和
二
十
六
)
一
見
発
行
の
『
山
と
水

と
」
の
敗
戦
後
す
ぐ
の
時
期
の
歌
に
は
、
時
代
状
況
に
対
す
る
激
越
な
ま

で
の
「
憤
り
」
が
繰
り
返
し
歌
わ
れ
て
い
る
。
「
新
た
世
一
の
歴
史
観
を

信
じ
る
こ
と
で
、
そ
の
激
情
を
昇
華
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

信
綱
の
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
に
ょ
る
、
戦
争
期
と
戦
後
の
確
信
犯
的

器
は
、
一
見
す
る
と
矢
内
原
忠
雄
・
津
田
左
右
吉
・
太
宰
治
に
見
え
る

戦
後
に
お
け
る
天
皇
へ
の
敬
愛
の
継
続
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
矢
内
原

ら
が
主
体
的
に
そ
れ
を
選
ん
だ
の
に
対
し
て
、
信
綱
の
歴
史
観
は
ど
ん
な

に
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
天
皇
の
意
思
に
従
う

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
戦
争
を
批
判
し
、
自
分
な
り
の
論
理
で
そ
の
原
因
を
究
明

し
よ
う
と
し
た
矢
内
原
ら
と
は
異
な
り
、
信
綱
に
は
そ
の
よ
う
な
視
点
は

な
力
っ
た
0

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
に
、
「
敗
戦
の
梨
白
」
を
聞
い
た
信
綱
は
次

の
歌
を
詠
ん
だ
。

天
を
仰
ぎ
地
に
ひ
れ
ふ
し
歎
け
ど
も
な
げ
け
ど
も
つ
き
む
涙
に
は
あ

ら
ず

「
熱
海
西
山
作
」
『
山
と
水
と
』

痛
切
な
<
歎
き
>
の
率
直
な
表
明
は
、
敗
戦
後
多
く
の
「
国
民
」
が
口

に
し
た
;
仕
方
な
く
戦
争
を
支
持
し
た
0
 
と
い
う
弁
明
に
比
べ
れ
ぱ
、

自
分
自
身
に
対
し
て
暹
か
に
<
誠
実
>
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
<
歎
き
>

は
、
最
後
ま
で
勝
利
す
る
と
信
じ
て
い
た
皇
国
の
敗
北
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
<
歎
き
>
は
、
こ
の
戦
争
が
何
で
あ
っ
た
か
を
問
い
か

け
る
回
路
を
持
た
ぬ
ま
ま
、
「
日
本
再
建
」
、
す
な
わ
ち
「
新
た
世
Y
笑
現

の
た
め
の
干
不
ル
ギ
ー
に
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
め

つ
ち
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信
綱
の
「
新
た
世
」
の
歴
史
観
は
、
不
都
合
な
情
報
を
遠
ざ
け
、
戦
争

期
と
戦
後
の
歴
史
的
社
会
的
条
件
の
違
い
を
無
化
し
、
意
志
決
定
を
天
皇

に
委
ね
た
ま
ま
、
そ
の
時
々
に
再
生
・
更
新
の
意
欲
を
作
り
出
す
も
の
で

あ
つ
た
。

(
1
)
戦
争
期
と
戦
後
の
<
切
断
・
連
続
>
は
、
坪
井
秀
人
「
<
国
文
学
>
者
の

自
己
点
検
ー
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
.
ン
ー
」
(
『
日
本
文
学
』
第
四
巻
第
1
号
、

三
0
0
0
・
こ
が
「
国
文
学
者
」
に
つ
い
て
問
器
起
し
た
視
点
で
あ
る
。

(
2
)
矢
内
原
忠
雄
『
日
本
精
神
と
平
和
国
家
』
岩
波
新
書
、
岩
洗
目
店
、

一
九
四
六
上
ハ
、
赤
一
生
也
「
矢
内
原
忠
雄
戦
争
と
知
識
人
の
使
命
』
岩

^
^
^
借
、
山
.
^
^
^
¥
^
、
一
^
^
^
^
。

(
3
)
津
田
左
右
吉
「
建
国
の
亊
情
と
萬
世
一
系
の
思
想
」
『
世
界
』
第
4
号
、

一
九
四
六
・
四
。
こ
の
論
文
の
刊
一
乱
情
に
つ
い
て
は
、
吉
野
源
三
郎
「
終

戦
辿
後
の
津
田
先
生
」
令
職
業
と
し
て
の
編
集
者
一
岩
波
築
U
、

一
九
八
九
、
初
出
・
『
み
す
ず
』
一
九
六
七
年
四
S
六
月
号
)
会
愈
。

(
4
)
太
宰
治
「
十
五
年
闇
」
一
文
化
展
仂
器
第
1
巻
第
1
号
、
一
九
四
六
・
四
。

な
お
、
こ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
一
文
化
器
轟
の
編
集
人
・
大
西
巨
人
の

、し

批
評
を
含
め
、
恬
本
あ
ゆ
み
「
雑
竺
.
文
化
展
望
』
に
み
る
「
過
去
へ
の

反
逆
,
一
の
扣
絶
1
太
鸞
治
、
坂
口
安
五
口
、
斎
藤
史
ら
の
寄
稿
に
お
け
る
戰
中
・
九

城
後
の
切
断
と
迎
続
」
(
第
器
回
戰
争
と
蕪
*
染
価
究
会
、
二
0
 
-

三
・
二
九
)
に
多
く
を
教
え
ら
れ
た
。

(
5
)
矢
内
原
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
平
和
主
義
、
濡
は
<
歴
史
的
事
実
>

の
尊
重
、
太
宰
は
政
治
・
社
会
を
鄭
捕
す
る
立
ち
位
置
に
お
い
て
、
戦
争
期
・

城
後
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
。

(
6
)
藤
村
作
「
わ
れ
ら
の
主
張
」
(
一
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
1
巻
第
1
号
、

一
九
三
六
・
六
)
、
同
「
国
家
の
喪
」
(
『
国
語
と
国
文
学
」
第
訟
巻
第
8
号
、

一
九
四
五
・
一
こ
な
ど
。

(
7
)
小
松
(
小
川
)
姑
彦
「
「
萬
葉
精
杣
.
一
を
め
ぐ
つ
て
1
戦
争
下
の
久
松
潜

丁
武
田
祐
吉
の
萬
器
<
戦
争
と
萬
葉
集
>
」
上
野
誠
・
大
浦
誠
士

.
ーキ

田
右
富
実
編
『
万
葉
を
ヨ
ム
方
法
論
の
今
と
こ
れ
か
ら
,
一
笠
問
書
院
、

九
0

二
0

(
旦
佐
佐
木
幸
網
「
佐
佐
木
信
網
の
人
と
仕
亊
」
「
佐
佐
木
信
綱
研
究
』
第
8

班
二
0
 
一
七
・
六
。

(
9
)
「
黎
明
一
の
「
歌
染
黎
明
序
」
に
、
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
詔
書
に
、

堪
へ
難
キ
ヲ
堪
へ
忍
ヒ
難
キ
ヲ
忍
ヒ
以
テ
萬
世
ノ
為
二
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト

欲
ス
、
と
宣
ら
せ
給
へ
り
。
吾
が
臣
民
は
、
大
詔
を
畏
み
ま
つ
り
て
、
新

た
し
き
牙
の
本
の
国
を
筑
ホ
き
成
さ
む
為
に
、
道
は
険
し
く
と
も
遠
く
と
も
、

ひ
た
す
ら
邁
進
す
べ
き
時
な
り
。
/
こ
こ
に
此
の
小
歌
集
を
、
新
H
本
建

設
の
為
に
い
そ
し
ま
む
と
す
る
若
人
に
胎
る
。
」
(
三
頁
)
と
あ
る
。

(
W
)
佐
佐
木
幸
綱
『
佐
佐
木
信
網
』
九
九
頁
、
桜
楓
社
、
一
九
ハ
ニ
。

(
Ⅱ
)
大
野
道
夫
一
"
短
歌
の
社
厶
至
Ⅱ
,
一
章
・
近
代
化
の
明
治
の
歌
人
1
愛

「
戦
争
と
信

九
九
九

づ
る
明
治
の
精
神
・
佐
佐
木
信
網
、
は
る
書
房
、
一

網
の
戦
争
観
」
(
注
(
8
)
誌
)
。

(
認
)
信
綱
の
「
明
治
の
聖
代
に
生
を
早
く
る
」
者
と
し
て
の
意
N
つ
ぃ
て
は
、

(
新
姓
小
松
、
以
下
同
)
靖
彦
「
「
校
本
薹
集
"
一
の
意
義
1
佐
佐
木

小
川

注
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委
肘

綱
を
取
り
巻
く
人
々
、
(
『
佐
佐
木
信
綱
研
究
』
第
七
琥
、

(
B
)
森
本
平
「
戦
後
歌
染
か
ら
み
る
佐
佐
木
信
綱
の
戦
争
観
」
(
注
(
旦
些

(
H
)
佐
佐
木
信
綱
「
作
歌
八
十
二
年
』
、
一
九
四
五
年
三
月
条
(
二
九
七
頁
)
、

同
六
打
条
(
同
)
。

(
巧
)
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル
ト
『
北
園
克
衛
の
詩
と
詩
学
意
味
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

ノ
ユ
レ
リ

細
断
す
る
.
一
田
口
哲
也
酷
謙
第
六
斉
十
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
流
砂
、
思
潮
社
、

二
0
 
-
 
0
、
同
「
平
和
な
時
代
に
振
り
返
っ
て
鏡
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
後

ろ
に
小
さ
く
北
園
兇
衛
像
が
見
え
る
^
^
第
帰
回
^
^
と
萬
^
^
^
^
会
、

二
0
 
一
八
・
三
主
二
。
本
誌
所
収
)
。

(
玲
)
「
年
表
」
は
完
全
を
期
し
た
上
轟
来
何
ら
か
の
形
で
公
開
し
た
い
。
な

お
、
戦
争
期
か
ら
鞍
後
に
か
け
て
の
信
網
の
評
価
は
、
『
佐
佐
木
信
綱
全
歌

染
」
(
な
が
ら
桑
契
二
0
0
四
)
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
同
書
所
収
の
一
黎
明
一
は
原
版
に
大
幅
な
改
訂
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
書
は
『
山
と
水
と
」
(
長
谷
川
書
房
、
一
九
五
一
・
一
)

を
収
め
る
が
、
こ
の
歌
染
は
戦
争
下
の
愛
風
短
歌
を
最
小
限
し
か
採
録
し

て
い
な
い
。

(
Ⅱ
)
森
本
平
は
『
佐
佐
木
信
網
全
歌
染
一
(
注
(
M
)
書
)
に
依
拠
し
て
、
信

網
に
戦
時
下
羣
問
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
を
見
、
「
戦
争
へ
の
意
識
の
裏
返

し
と
し
て
の
平
和
へ
の
祭
N
、
戦
争
を
含
む
世
事
に
対
す
る
学
問
の
優
位

性
」
の
北
織
を
謬
取
る
(
注
(
玲
)
論
文
)
。
ま
た
、
梶
川
信
行
は
、
戦

時
体
制
下
に
信
網
が
忠
君
愛
国
を
教
導
す
る
た
め
に
「
萬
葉
集
一
を
「
小

学
国
語
読
本
」
の
教
材
と
し
た
こ
と
を
批
判
的
に
論
じ
な
が
ら
、
「
戰
時
体

制
の
中
で
も
、
信
綱
は
『
万
葉
染
」
の
よ
り
よ
い
本
文
の
普
及
に
力
を
注

ぎ
続
け
て
い
た
。
そ
こ
に
は
学
問
的
な
誠
実
さ
が
溢
れ
て
い
る
」
と
言
う

(
「
国
腹
科
霄
の
『
万
葉
集
一
 
1
佐
佐
木
信
綱
を
め
ぐ
る
戰
中
・
靴
後
1
」

『
語
文
(
日
本
大
学
)
、
一
第
脱
輯
、
二
0
 
一
八
・
三
)
。

ハ
・

(
娼
)
「
萬
葉
一
千
種
解
題
」
は
一
九
四
四
年
十
月
に
暢
念
の
花
』
第
娼

巻
第
Ⅱ
号
、
一
九
四
四
・
一
一
、
佐
佐
木
信
綱
「
佐
佐
木
信
網
年
譜
」
一
佐

佐
木
信
網
文
集
』
竹
柏
会
、
一
九
五
六
・
一
<
但
し
タ
イ
ト
ル
は
「
萬
葉
文

献
解
題
」
>
。
原
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
情
報
を
得
て
い
な
い
。
な
お
、
こ

の
解
題
は
、
佐
佐
木
信
網
「
萬
葉
集
事
典
』
(
平
凡
社
、
一
九
五
六
上
<
)

の
「
典
籍
篇
」
の
礎
稿
と
な
っ
た
か
。

(
円
)
一
九
四
四
年
に
は
、
『
定
本
萬
菜
染
四
一
(
武
田
祐
吉
と
共
編
、
一
月
)
、
一
'
正

訓
萬
葉
集
』
(
湯
川
弘
文
社
、
一
月
)
、
璽
而
の
研
究
』
(
丸
岡
出
版
社
、

一
打
)
、
一
伴
林
光
平
全
集
』
(
湯
川
弘
文
社
、
一
月
)
、
一
萬
茶
神
事
掘
釜

(
今
井
福
治
郎
と
共
著
、
有
精
堂
出
版
部
、
二
月
)
、
「
萬
葉
染
の
研
究
第
二

萬
葉
集
古
写
本
の
研
究
』
(
岩
波
書
店
、
三
月
)
、
『
萬
菜
五
十
年
』
(
全

書
店
、
六
月
)
、
『
国
文
秘
籍
解
説
』
(
養
徳
社
、
十
二
河
)
と
専
ら
学
術
'

を
出
版
し
て
い
る
。
他
に
『
明
治
天
皇
御
染
一
降
改
訂
版
,
一
(
右
朋
堂
、

十
月
)
。

⑳
一
九
四
六
年
に
は
、
霊
元
天
皇
一
乙
夜
随
筆
.
一
(
大
八
洲
出
版
、
二
月
)
、
一
萬

茶
西
本
願
寺
本
益
(
編
著
。
古
典
文
庫
、
六
月
)
、
一
上
代
歌
秀
研
究
』

(
人
文
欝
、
十
月
)
畢
築
臼
、
一
.
萬
葉
藥
よ
り
」
(
生
活
社
、
四
月
)
、
二
机

萬
葉
集
よ
り
」
(
生
活
社
、
六
月
)
の
評
釈
劣
他
、
「
萬
葉
辞
典
』
(
有
朋

堂
)
、
一
萬
葉
染
選
釈
一
(
明
リ
浮
院
)
〔
一
、
心
の
花
』
第
釦
巻
第
5
号
分
月
)

0

ノ.

、、』""ノ

参
Ⅱ
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に
ょ
る
〕
、
「
萬
篇
本
一
(
日
本
評
曾
)
〔
同
第
印
巻
第
Ⅱ
号
(
十
一
月
)

に
ょ
る
〕
を
再
版
し
、
『
作
者
別
勅
撰
和
歌
集
』
(
文
明
社
霄
店
)
の
企
画

が
決
ま
る
〔
同
釦
巻
第
5
号
(
五
月
)
に
ょ
る
〕
。
「
国
文
学
」
識
外
で
は
、

『
信
網
三
十
六
首
逃
一
(
京
洛
複
製
刊
行
会
、
十
二
月
)
。

(
幻
)
小
川
姑
彦
「
願
は
く
は
わ
れ
春
風
に
身
を
な
し
て
1
佐
佐
木
信
綱
の
萬

葉
学
に
お
け
る
「
評
釈
』
〔
「
萬
葉
集
選
釈
」
と
『
新
月
』
〕
 
1
」
(
一
.
青
山
学

院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
駿
号
、
二
0
 
三
工
己
(
a
)
、
同
「
ゆ
る
ぎ
な

<
私
>
、
や
わ
ら
か
な
<
私
>
 
1
佐
佐
木
信
綱
博
士
の
萬
葉
学
に
お
け
る

い研
究
主
体
1
」
(
一
佐
佐
木
信
綱
研
究
』
第
0
琥
、
二
0
 
一
三
・
六
)
(
b
)
、

同
「
佐
佐
木
信
綱
の
萬
葉
学
と
短
歌
制
作
」
(
『
短
歌
往
来
』
器
巻
第
Ⅱ
号
、

二
0
 
一
三
・
-
 
0
)
(
C
)
で
信
綱
の
萬
葉
学
を
短
歌
制
作
と
関
わ
ら
せ
て

論
じ
る
こ
と
を
試
み
た
。

(
訟
)
「
愛
国
短
歌
」
と
い
う
用
語
は
、
今
村
冬
三
「
幻
影
解
「
大
東
亜
戦
争
」

戦
争
に
向
き
合
わ
さ
れ
た
詩
人
た
ち
,
一
(
荒
凹
房
、
一
九
八
九
)
の
、
戰
争

下
で
は
「
戦
争
詩
」
(
霊
に
お
け
る
個
別
的
体
験
を
歌
っ
壽
)
と
「
愛

国
詩
」
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
い
う
問
題
提
起
に
基
づ
く
。

(
器
)
「
出
陣
学
徒
に
お
く
る
」
歌
を
集
成
す
る
と
以
下
で
あ
る
。

【
「
心
の
花
』
】

し
の
の
扮

ひ
む
が
し
の
人
き
大
唖
細
亜
の
黎
明
に
雄
々
し
く
立
て
る
若
人
を
見
よ

大
い
な
る
歴
史
の
小
の
一
人
と
し
い
ゆ
く
若
人
よ
今
ぞ
此
秋
ぞ
〔
朝
日

新
剛
・
「
作
歌
八
十
二
年
』
に
掲
載
〕
く
が

た
才
仰
ら

続
き
い
ゆ
け
今
の
瞬
闇
も
河
に
陸
に
大
き
勝
ど
き
は
あ
が
り
て
あ
る
を

〔
朝
Π
打
朋
・
『
竹
砂
八
1
 
一
年
,
一
に
U
成
〕

火
と
も
よ
る
ま
す
ら
を
心
あ
た
の
機
も
艦
も
軍
も
や
き
つ
く
す
べ
し
〔
読

売
新
聞
に
掲
載
〕

と
ほ

し
や
.
つ
と

大
君
の
遠
の
御
楯
と
雄
々
し
か
も
従
は
い
征
く
生
死
を
こ
え
て
〔
読

売
新
開
・
『
山
と
水
と
一
・
『
作
歌
八
十
二
年
』
に
掲
載
〕

【
朝
日
新
聞
の
み
】

御
稜
威
の
も
と
大
き
朝
日
の
み
旗
も
と
あ
た
う
ち
つ
く
す
杣
の
軍
な
り

あ
大
乢
.
゛
に

r
立

み
 
t
 
く
气
、

敵
何
ぞ
我
は
正
し
き
聖
戦
な
り
祁
は
正
し
き
を
守
ら
せ
た
ま
ふ

ほ
三
れ

国
の
命
か
け
て
戦
ふ
み
軍
に
い
征
く
誉
を
た
た
へ
ざ
ら
め
や

璽
冗
新
聞
の
み
】

そ
の
気
暁
そ
の
口
誠
若
き
学
徒
に
し
て
敵
の
こ
と
ご
と
く
撃
ち
礁
く
べ

し

(
別
)
『
黎
明
』
の
「
若
人
に
示
す
」
と
題
さ
れ
た
歌
は
以
下
の
六
首
で
あ
る
。

や
」
と

新
た
し
き
日
本
の
国
を
つ
く
り
成
さ
む
一
人
一
人
ぞ
雄
々
し
く
正
し
く

く
才
ぢ

八
十
の
曲
路
い
行
き
進
ま
な
ぬ
ぱ
た
ま
の
夜
空
に
も
星
の
光
は
あ
る
を

明
治
の
御
代
興
れ
り
し
時
を
思
ひ
見
よ
若
人
に
し
て
国
を
背
お
ひ
き

お
ほ
み
ち

進
み
動
く
世
界
の
音
を
聴
き
と
め
つ
つ
す
め
ら
御
国
の
大
道
を
ゆ
け

に
ひ
や
ま
と

み

新
日
本
国
の
真
柱
築
き
立
つ
る
若
人
の
う
へ
に
日
は
か
が
や
け
り

ム
し
0
の
め

今
あ
ら
た
に
興
る
皇
国
の
梨
明
に
雄
々
し
く
立
た
む
若
人
を
見
よ

『
作
歌
八
十
二
年
,
一
の
一
九
四
1
十
一
月
条
 
9
る
一
頁
)
に
は
『
禦
明
』

の
巻
頭
に
「
若
人
に
示
す
」
を
掲
げ
た
と
し
て
、
二
首
目
・
三
首
目
・
四

首
目
・
六
首
目
と
、
右
に
見
え
な
い
三
首
の
厶
俳
七
首
を
挙
げ
る
。
『
佐
佐

木
信
綱
全
歌
集
』
(
注
(
玲
)
書
)
で
は
、
「
作
歌
八
十
二
年
』
で
落
と
し

た
二
首
と
新
た
な
一
首
を
加
え
た
十
首
を
「
若
人
に
示
す
」
と
し
て
い
る
。
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露
)
「
新
た
世
」
の
誓
、
信
綱
の
歌
で
は
「
奉
頌
大
正
天
皇
歌
」
(
『
豊
旗
雲
一

実
業
之
日
本
社
、
一
九
二
九
・
一
。
詣
は
「
新
た
代
」
)
、
「
墓
室
に
高

松
宮
同
妃
両
殿
下
を
迎
へ
ま
つ
り
て
」
(
『
山
と
水
と
』
。
「
萬
菓
室
」
は
大

和
国
史
館
の
一
虫
土
。
一
九
四
0
年
十
一
月
の
作
。
表
記
は
「
あ
ら
た
代
」

で
皇
紀
二
千
六
百
年
を
言
う
)
な
ど
に
も
例
を
見
る
。
今
後
さ
ら
に
精
査

し
た
い
。

(
部
)
小
松
(
小
川
)
姑
彦
「
戦
争
下
の
歌
人
た
ち
と
『
萬
葉
集
』
 
1
 
『
緊

新
日
本
頌
』
を
通
じ
て
<
戦
争
と
萬
柴
集
>
」
(
霄
山
語
文
』
第
仰
号
、

二
0
 
一
七
・
三
)
姦
。

(
町
)
小
松
(
小
川
)
姑
彦
「
<
浪
曼
主
義
>
と
罵
永
集
.
一
 
1
中
河
與
一
『
萬

葉
の
粕
袖
」
を
め
ぐ
つ
て
<
戦
争
と
萬
葉
集
>
 
1
」
(
『
繍
」
第
鈴
号
、

二
0
 
一
七
・
三
)
姦
。
但
し
、
信
綱
は
早
い
時
期
か
ら
、
{
萬
茶
』
を
「
世

界
文
学
史
上
の
俳
観
」
(
『
和
歌
史
の
研
究
一
一
三
頁
、
大
日
本
希
協
会
、

一
九
一
五
・
三
)
、
一
萬
茶
一
の
現
存
を
「
日
本
国
の
為
に
、
否
世
界

の
文
学
の
為
に
、
票
べ
き
極
み
」
(
「
萬
葉
染
な
か
り
せ
ぱ
」
『
萬
葉
櫑
懲

改
造
社
、
一
九
二
七
・
八
)
と
捉
え
て
い
た
。

(
器
)
『
萬
葉
読
本
一
の
当
祷
所
は
④
「
萬
葉
染
の
価
値
」
令
萬
葉
漫
筆
.
一
(
注

(
釘
)
遅
)
を
基
と
す
る
。
ま
た
、
⑥
「
萬
葉
染
の
価
値
」
(
『
萬
輩
百
話
』

明
綿
院
、
一
九
三
七
・
五
)
、
@
「
萬
葉
集
の
肺
さ
」
令
萬
葉
清
話
,
一
靖

文
社
、
一
九
四
二
・
五
)
は
、
『
萬
器
本
』
の
当
該
箇
所
を
転
用
し
て
い
る
。

④
・
⑥
・
①
は
日
本
民
族
を
「
現
在
最
も
活
気
あ
る
民
族
」
七
言
い
、
ま
た
、

⑥
・
@
は
上
に
萬
世
一
系
の
聖
天
子
、
下
に
謬
な
国
民
の
あ
る
「
国
体
」
、

ま
た
富
士
山
と
と
も
に
誇
れ
る
も
の
と
し
て
『
萬
葉
集
』
を
挙
げ
る
。
『
萬

葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」
の
<
民
族
性
>
や
<
国
家
意
識
>
の
主
張
は
⑥
・

@
に
比
べ
る
と
穏
や
か
で
あ
る
。

西
)
久
松
潜
一
一
上
代
日
本
文
学
の
研
究
一
(
髭
・
ニ
・
国
文
学
を
流
れ
る

三
の
精
神
、
至
文
堂
、
一
九
ニ
ハ
・
三
)
な
ど
。
久
松
の
「
国
文
劣
精

神
」
論
に
つ
い
て
は
、
安
田
敏
朗
「
国
文
学
の
時
空
久
倫
一
と
日
本
文

化
』
会
元
社
、
一
る
0
 
こ
、
小
松
(
小
川
)
注
(
7
)
論
文
参
照
。
な
お
、

富
士
谷
御
杖
『
真
言
弁
』
の
「
真
心
」
を
「
ま
こ
と
」
と
す
る
久
松
に
対

し
て
、
信
綱
は
「
ひ
た
ぶ
る
心
」
と
す
る
。
「
ひ
た
ぶ
る
心
」
は
賀
弊
パ
淵

『
警
考
』
に
由
来
す
る
(
「
ひ
た
ぶ
る
ご
ご
ろ
」
一
萬
葉
の
心
一
明
治
書
院
、

一
九
五
六
・
一
こ
。

(
記
)
「
序
言
」
は
「
愛
国
百
人
一
首
」
か
ら
例
外
的
に
一
首
を
採
録
し
た
こ
と

を
断
っ
て
い
る
。
そ
の
歌
は
大
伴
家
持
の
巻
十
八
・
四
0
九
七
番
歌
で
、
「
評

釈
」
の
「
附
記
」
に
こ
の
歌
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
釧
訳
さ
れ
た
こ
と

を
記
す
。
そ
れ
に
ょ
っ
て
こ
の
歌
の
世
界
性
を
示
し
、
 
G
H
Q
に
ょ
る
検

閲
を
免
れ
よ
う
と
し
た
か
。

(
飢
)
な
お
、
信
綱
は
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
評
語
を
『
国
歌
評
釈
一
(
人
文
社
、

一
九
0
三
・
五
)
以
来
「
評
釈
」
の
方
法
と
し
て
い
た
。
小
川
注
(
幻
)
 
a

論
文
央
魚

(
訟
)
大
伴
氏
の
吾
立
て
の
詣
は
、
『
海
ゆ
か
ぱ
の
す
べ
て
一
(
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
、
二
0
0
五
)
解
馨
の
見
返
し
に
拠
る
。

(
認
)
小
松
(
小
川
)
靖
彦
「
大
伴
氏
の
言
立
て
『
海
行
か
ば
一
の
成
立
と
戰

争
下
に
お
け
る
受
容
1
そ
の
表
現
お
よ
び
戦
争
短
歌
を
通
じ
て
<
城
争
と

萬
黍
>
 
1
」
(
「
国
語
と
国
文
学
一
第
鮖
巻
第
7
号
、
二
0
 
一
八
.
七
)
な
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ど
。

(
誕
)
日
本
文
学
報
国
会
編
叉
疋
凄
国
百
人
一
首
解
説
』
(
毎
日
新
聞
社
、

一
九
四
三
・
三
)
は
、
九
七
八
番
歌
に
つ
い
て
、
「
名
を
尊
び
名
を
を
し
む

の
は
、
是
又
日
本
古
来
の
精
杣
で
あ
る
。
此
の
名
は
決
し
て
世
問
的
名
誉
、

功
名
と
い
ふ
や
う
に
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
」
 
9
芸
貢
)
と
鴛
す
る
。

(
器
)
な
お
、
佐
藤
織
衣
に
ょ
る
吉
田
裕
久
の
調
査
(
「
戦
後
初
期
国
雲
科
書

史
研
究
1
墨
ぬ
り
・
暫
定
・
国
定
・
検
定
1
」
風
問
書
房
、
二
0
0
 
こ

の
整
理
に
ょ
れ
ぱ
、
『
中
等
国
文
二
旧
制
中
学
用
』
で
比
較
的
方
言
臭
の

ふ
ワ
の
け
ち

少
な
い
「
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
磯
に
触
り
海
原
わ
た
る
父
母
を
お
き

て
」
(
竺
十
・
四
三
二
八
)
が
墨
塗
り
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
民
問
情
報

教
育
局
に
ょ
る
第
二
盗
一
塗
り
緑
の
指
示
で
は
な
く
、
、
教
貝
の
自
主
的

器
り
で
あ
る
(
「
国
霞
馨
の
萬
叢
に
お
け
る
戰
前
と
戦
後
の
連
続

1
県
の
歌
を
め
ぐ
つ
て
1
」
『
青
山
語
文
』
第
即
号
、
二
0
 
一
九
・
三
)
。

(
鶚
)
巻
七
・
三
六
四
〔
市
〕
、
巻
八
・
一
五
九
四
〔
仏
教
儀
礼
〕
、
巻

一
・
二
六
四
一
〔
時
刻
制
度
〕
、
巻
十
六
・
ご
モ
九
五
〔
漢
文
学
の
受
容
〕
、

巻
十
六
主
モ
九
七
〔
正
倉
院
文
書
と
の
関
述
〕
、
巻
十
六
三
入
二
九
〔
食
〕
、

巻
十
八
血
三
三
〔
雨
乞
い
〕
。

(
釘
)
文
学
者
の
著
作
に
、
保
田
窒
郎
璽
ど
(
一
九
三
八
・
三
)
、
春
山

行
火
『
満
洲
風
物
飴
』
(
一
九
四
0
・
一
一
)
、
同
『
台
湾
風
物
誌
』

(
一
九
四
二
・
七
)
な
ど
が
あ
る
。

(
認
)
艇
水
村
伯
二
『
新
文
化
と
比
較
的
特
杣
、
が
、
〔
縄
川
村
太
郎
「
ぺ
ニ
シ

リ
ン
、
赤
」
末
の
「
既
刊
」
に
見
え
る
が
、
出
版
を
鰯
此
で
き
な
い
。

(
諦
)
「
日
鉄
鉱
業
会
社
の
西
原
技
師
長
綴
を
開
き
て
詠
め
る
鉱
山
の
歌
録

四
首
」
(
『
黎
明
』
)
。

(
如
)
「
万
黍
と
現
代
」
『
万
系
の
心
一
明
治
書
院
、
一
九
五
六
・
一
一
0

〔
資
料
1
〕
『
萬
葉
集
よ
り
』
の
「
序
言
」
(
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
冒
頭
の
数
字
、
白
抜

き
数
字
は
引
用
者
)

①
有
史
の
世
界
を
飾
る
文
化
国
と
し
て
は
、
夙
く
、
挨
及
が
あ
り
、
希
臘
が
あ

り
、
印
度
が
あ
り
、
支
那
が
あ
る
。
わ
が
日
本
国
民
は
、
そ
れ
ら
の
国
々
よ
り

暹
に
お
く
れ
て
は
を
る
が
、
今
よ
り
一
千
三
百
年
乃
至
一
千
二
百
年
以
前
に
於

い
て
、
勝
れ
た
民
族
的
文
化
を
持
ち
、
其
の
飾
か
し
い
記
念
塔
を
建
て
た
。
そ

れ
が
萬
葉
集
で
あ
る
。
萬
葉
集
は
、
世
界
の
文
芸
史
の
上
に
も
、
優
秀
な
古
典

の
一
で
あ
る
。

②
一
堂
集
は
、
遠
き
上
古
以
来
、
こ
の
国
士
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
純
樸
な
民
祭
、

支
那
印
度
等
の
文
化
を
摂
取
し
て
、
成
券
期
に
達
し
、
国
家
的
に
十
分
品

め
た
時
代
の
精
袖
生
活
を
、
さ
な
が
ら
に
現
は
し
た
記
録
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
^

そ
れ
に
ょ
つ
て
吾
々
は
、
新
興
の
気
力
の
盛
ん
な
上
代
国
民
の
息
づ
か
ひ
に
触

れ
、
そ
の
感
情
の
至
純
、
気
格
の
悠
揚
、
知
覚
の
頴
敏
、
道
義
的
観
念
の
敦
厚

さ
な
ど
を
、
血
と
肉
と
に
於
い
て
感
ず
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

③
萬
葉
以
前
の
記
紀
の
歌
曹
は
、
伝
説
の
世
界
に
属
す
べ
き
作
が
あ
り
も
す

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
萬
菜
は
、
そ
の
生
活
の
歴
史
を
自
ら
記
し
留
め
た
人
々

の
作
品
集
で
あ
つ
て
、
例
へ
ぱ
、
人
麻
呂
を
、
偶
像
化
し
、
も
し
く
は
説
話
中

の
人
物
の
如
く
考
へ
る
説
は
肯
は
れ
ぬ
。

④
萬
葉
人
は
、
そ
の
ひ
た
ぶ
る
心
か
ら
生
れ
た
と
こ
ろ
の
ま
こ
と
を
歌
つ
た
。

ま
こ
と
は
、
萬
葉
精
初
の
根
幹
で
あ
る
。
ま
こ
と
の
持
っ
力
は
強
い
。
随
つ
て
、

ま
こ
と
を
以
て
一
貫
せ
る
萬
葉
の
歌
は
力
づ
よ
い
。
そ
の
「
ま
こ
と
」
こ
そ
は
、
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後
の
「
み
や
ぴ
」
、
「
物
の
あ
は
れ
」
、
「
幽
玄
」
、
ま
た
、
「
あ
そ
び
」
、
「
さ
び
」

等
に
先
立
っ
て
、
吾
が
国
文
学
史
上
に
、
不
滅
の
光
を
放
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

⑤
萬
葉
染
は
、
伝
存
せ
る
最
古
の
歌
集
で
あ
つ
て
、
ま
た
最
新
の
歌
染
と
い
ひ

得
る
。
 
0
そ
れ
は
集
中
の
歌
に
、
今
日
の
吾
々
の
魂
を
揺
り
、
胸
を
う
つ
も
の

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
永
遠
の
生
命
あ
る
、
古
く
し
て
新
し
い
歌
、
及
び

の
文
化
史
そ
の
他
に
特
異
の
色
彩
反
映
を
有
し
て
を
り
、
当
時
の
文
化
的
現
象

を
了
解
す
る
資
料
た
る
べ
き
作
等
を
抜
抄
し
て
今
こ
の
小
冊
子
を
成
し
た
の
で

あ
る
。

⑥
さ
き
に
選
ば
れ
た
愛
国
百
人
一
首
に
は
、
萬
葉
歌
が
二
十
三
首
の
多
き
を
占

め
て
を
る
。
そ
れ
等
は
い
づ
れ
も
染
中
の
秀
歌
で
あ
る
が
、
既
に
流
布
し
て
を

る
故
に
、
唯
一
首
を
採
録
す
る
に
留
め
た
。
そ
の
一
首
は
、
関
連
せ
る
事
実
を

竺
む
が
為
で
あ
る
。

⑦
萬
葉
歌
の
価
値
は
、
長
歌
と
短
歌
と
が
相
半
し
て
有
っ
て
を
る
。
然
る
に
こ

こ
に
は
、
短
歌
の
み
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
萬
葉
集
に
就
い
て
の
、
詳
細
な
解
題

を
説
く
紙
数
を
も
持
た
ぬ
。
さ
う
い
ふ
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
読
者
が
一
首
一

首
を
よ
く
味
読
せ
ぱ
、
萬
葉
染
の
短
歌
に
就
い
て
は
、
自
ら
了
解
す
る
と
こ
ろ

か
あ
ら
、
つ
。

⑧
萬
菜
歌
に
は
、
本
文
研
究
に
、
は
た
訓
読
に
、
解
釈
に
、
諸
説
が
あ
る
が
、

専
門
的
研
究
書
で
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
に
就
い
て
も
多
く
を
触
れ
ぬ
。

⑨
今
や
吾
等
は
、
新
た
な
る
日
本
を
建
設
し
、
新
た
な
る
日
本
文
化
を
創
造
す

べ
く
、
一
刻
も
忽
せ
に
す
べ
か
ら
ぎ
る
時
に
直
面
し
て
ゐ
る
。
相
国
の
為
に
正

し
き
道
に
精
進
せ
む
と
す
る
、
"
<
な
る
宵
年
少
女
詣
子
の
心
の
糧
と
し
て
、

は
た
新
た
に
顧
み
ら
る
べ
き
古
典
の
研
究
に
志
を
発
せ
る
人
の
道
し
る
べ
と
し

て
、
こ
の
小
冊
子
を
始
る
こ
と
は
、
半
生
を
、
萬
葉
学
の
研
鑑
に
献
げ
来
れ
る

吾
人
の
、
喜
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
資
料
3
 
「
続
萬
葉
集
よ
り
一
の
「
序
言
」

萬
葉
集
巻
十
七
に
は
、
家
持
と
池
主
と
の
贈
答
か
多
く
載
せ
ら
れ
て
を
る
が
、

ざ
ん
し
の
力
せ
人

そ
の
中
に
、
池
主
の
歌
の
序
に
、
山
柿
靜
泉
の
語
が
用
ゐ
て
あ
る
。
柿
本
人
麿

や
山
上
憶
良
の
歌
は
家
持
の
当
時
に
於
い
て
、
已
に
源
泉
と
仰
が
れ
て
を
つ
た

さ
人
 
L

の
で
あ
る
。
山
柿
の
み
な
ら
ず
、
赤
人
や
虫
麿
や
、
は
た
家
持
の
作
は
数
多
あ

つ
ま
つ
て
を
る
萬
葉
集
二
十
巻
は
、
又
ま
さ
に
調
泉
と
称
せ
ら
る
べ
く
、
そ
の

後
の
歌
壇
に
、
常
に
新
し
い
生
命
の
力
を
濯
い
で
来
、
今
日
の
我
々
に
尽
き
ぬ

興
味
を
汲
ま
し
め
て
を
る
。
こ
の
小
著
は
、
@
そ
の
生
命
の
力
の
あ
ふ
れ
た
歌

を
主
と
す
る
と
同
時
に
、
念
に
文
化
史
料
と
し
て
の
多
く
を
と
心
が
け
て
選
一

た
る
み

ト
に

ふ
立

ん
だ
為
に
、
か
の
、
「
に
き
た
誓
船
の
り
せ
む
と
」
や
、
「
石
そ
そ
く
垂
水
の

上
の
さ
蕨
の
」
の
ご
と
き
秀
歌
に
し
て
、
割
愛
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
が
一

少
く
な
か
つ
た
。
し
か
も
な
ほ
二
冊
に
分
つ
て
、
上
冊
の
「
萬
葉
集
よ
り
」
に

は
赤
」
九
ま
で
を
、
こ
の
下
冊
に
は
、
巻
十
か
ら
を
収
め
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で

あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
第
飢
回
職
争
と
器
集
研
究
会
(
二
0
 
一
九
・
-
 
0
・
二
六
)
で

の
研
究
発
表
に
基
づ
く
。

(
こ
ま
つ
・
や
す
ひ
こ
/
行
山
学
院
大
学
教
授
)
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1015・11・01 1915・11・03 70,0〔冷 11、

1928・03・17綱演 1915・10・15 1915・10・抑 20{XX} 1.1/

191,1・01刊よ"1中 1915・10・15 1915・10・20 20.(XX〕忠

株式会礼秀典村

ノ、Π小印剛親、式公礼

柳和Π}捌松式会村

明和11」刷株式会札

人Ⅱ本1■剛札式会社

大Π木U1剛馴゛に会礼

火Uポ印刷罧式会;1

松式会村秀英訂

19d5 ・ 0'J ・ 25 1915 ・仭・ 30 20.(川(〕 11'1

1915・〔"〕・15 1915・仭・20 20{XX〕 1JI

嶋判印刷抓式会札

A同印刷札式会11

*32 0{田

1科予W鵡」

]n稔・07,(堺,」再 1915・】1・10 1915・11,]5 伯(XX〕 11、
録

1、111・11・】'縛演}915']0・25 1915・10・30 20,Ⅸ川川

* 32 06〔)

【築一の下叙1 都.0はたしかに廃城です。しかしこの廃城といふ感
じには、陰拶なものは少しも南りません。むし乃ひそやかな人を恢喪紙木文北紙
仕・r徹父ざせるやう立'望が兇れてゐろ。

【木文】勿,冷、少々の懲風仕盡けられるにしても、山.繋艸'では・・た

まりもなく飛ぷいのちを、'γ,長としてJⅡⅡにさら・とⅢΠ.は、風秘'て

なくて何で島巧う。ノ*小,孔

【ポ文1 性格の発しいひとはやはり父Lい獣を竹るやうで島る,

【内凶刷題1 島゛"彬のこと【・】π彬公仕、乃、Uに劣らぬIU蝉の
"上に町つて

【内艶席越】瓜条染の行」,U/*「英,火瓜弐染.11」',冷小、阿部快.八分
のⅡ厶肌原文

1内題剛愈】舟県藥の・1Y緊2 【京立て】・火小1'.臼然との交ル

1觧説1 メ;'"に於いて仕断じて換糊でなかりたが、小、Ⅱに於いてけ

あくまで慢糊で商った悼占 1・の態度は、まことに今Uの凌、述にとっ

て丁木と1るにj」1ると思ふ、ノヰ"盤lr幌・.松枝庄人,N 隣'iト

【はじめに】職に敗れてからの・Ⅱ、 g、はこの独創につぃて,哥し介
つた"ι鎚を,洗みかへして見た。ノ才と女0てみれぱ、よた別のものが火訊小文貝市〔

ひしひしと感ぜられてくる'

【木文】茶を二科1として兄る場介には、西汗風の二術の"、系の小に
支紙ポ文乢紙

は逃門な人れ場所が畠"ません'

*3ι 060

*、12 0印

*3ご 0印

* 3Z 06(〕

*32 060

* 32 06(〕

"同削刷札式会礼

*3ご ON〕

昭文札Π」暢"i

ネ記 060

ju"1印刷株式会;[

*32 061〕

凸"ι印刷斜J弌会;1

明麻1印刷11式会札

凸WU:11刷楳式会札

1
 
0
一
一
 
1



1り 1,1窒i

20 ル安1長.1,

21 」11ゞ1';亡

栃内占」1

イ1Ⅱ1付之地

器上き学袿に告く

23 1'.き女11仁1,,く

2d 、」」上1少

23 Ⅱ1鰯の気

26 山ざと架

,11 '】、/1 i

1り15 、{}8 ・("・ 10

謡瀬

禽塚柄

禽塚諭

川1Ⅱ剛1

以"入リ

光門 11{!]'

21 錨倉文化

28 Ⅱ加遊奥

20 J村h卦抄

扮ぎりし南の小.託

日本文化発屡のか
幻
た力{こ0いて

1915・10・15 1915・】0・20 70.(XX) 111

】915・12・0】】{"5 12・05 20IX玲川

It"5・】]・05 19"・]1・10 20txx〕米

】〔}15 10

喪文仙

1'"1小剣

四条八1

呉」炎

'、村瀧衛

1内翻削迦】(野村劃耳↓jε)ノ*小,見

【m 桑】砧き女粧の史にi行く、ご1ιln」1オ'q1川ルの魁たらむことを
期1ι

]915・11・ 15 1915'1】・ 20 30.ⅨX} 1

1'"3・11・20 }り15・11・25 20捌刃斗

1【)15・Ⅱ・23 1916・11・30 訊)ofx〕斗;

1915,11・ 25 1915・11・31〕 50 (XX]朱

]916・02・]5 1りlb・02・20 20txx〕朱

32 受Ⅱ1'Dに0いて

=詑 0ι玲

"笂山JI,W

*:氾 tゾ幻

【十文】 1',条抽J'の典挫は1」ιLて丘'、こと 1:のJ'イj'J、るので仕むい
これこそは典が柯K杜竹の優鞠む趣叫、のつでありて

人類帥" 1サ」治1"1轍

石口川粒交盛卦代高橘,滅・邦

久1¥Ⅱυj』、1耶36 これやこの

0 1"外Kの女場から 1Ⅱ騒厶て

32

1("6'02'15 1916・02・20 20鰍)与

1916・02・]5 】916・02・20 20{X〕0 朱

Ⅱ"5・]2・03 1015・12・10 70(XX]斗、

1913 ・】ι・25 191与・】2・30 5(ⅡXX]朱

1915・】2・25 ]9朽・]2・30 70,fX刃斗;

【1・・Ⅱ 1 Ⅱ口"攻悌の「{内'祈や、さか人な玖歌ぶ1〕のNさたて
にも、彩、仕打:文が島る、島ん左人げさな形芥J」や、山、獣や、"t嚇な

OSO
休らかりの代」Hこ、もイ)と';ξHこ、,1ι述仂に冉いたら、,究hものの

心を社んたう{こ」,aす、ξ{る仁述ひない。ノ*""

R ')】遡よの"分のあやまちの委Lい検,甘やR竹仁か、 0て兄紛
080
へ、が0かりして、物が丁に0かないなんてことは吹さとノしぢま、1、

0即Ⅱ町でも、女も主たⅡ永の今川の敗戦仁大きむ貞仟が島る

【竹"J Ⅱ仲"めての融太1ざむ〕δ{人も、/ 1'ん仕の"、主どかむるかむ
゜割)ノ*'獣藥
0捌〕*.辻染

【竹'11,】、:1 イ1,のハよりもノむりとイ1',1を0-jけよ,」と寸るひとよノ
】50 その人はふたたび,1、きられ心で南らうノどうい'、訓↑代でもノその人に

不タ,誓なぞは受けないで島らう。/*"立拠

【小文】昭和の◇11h 凸をしてイ1りい11"の栄弔を偲ばしめる{こ允
】 1Sイ}
分で島る

150 *小'見

【1n火】'゛1削"●驚我娘とわむる.水1二討、J、.11死にt:1方、ことなかれ.1]

模,航ぞ

Ⅱ1小父知太N

】 50

19 」5 ・ 10 ・25

ホ郷勍

野上0、小 f

数弁嗣のⅢ稿

絽 4、11紀

扮女"新嗣

兇

1016・03・]5 1916・03・20 20αめ斗

""5・ 111珂が;節] 016・02・20 191b・02 ・25 20 (KX)朱

】916・0】・】0 1916,0]・】5 20f瑚ネ

Ⅱ"6・03・10 1916・03 ・】5 20 〔XX)"Ⅲ 15・10

1915・12・15

「改込"り2】・b」」 191b・t",20 191b・01・25 15ⅨX〕牛

り冉工'

党

プJ ソ 1

詑

尋弁戚゛,

大赤洪太

1916・03・】5 1'116・02・3f) 20t捌〕朱 カノト井川h'H嵐火"弓、Ⅱ]弼↓1コ1L六牡

カノ1 ◆;撚斬
塚田印鯏所

喪六訊●、外

~塚1ⅡHⅡ鏘"f

カノト鍋j1党之 1Ⅱ1版印刷+1バ会11

',_'.,'帝川印剛札式1ケ;1

カノト内1"縦
j、H本印墹罧式会11

玩:細W1り飢

カノ1 心Ⅲ樹冷凸叩'印畷11式会11

0月t〕

OSI〕

聖

ム紙永文札籔

ノ、紙十文μ紙

0櫛

1ん】ここに辿られた分析は11U二魏セ↓m柯卿酌左1刈心からなされた
のではむく、」,』以[亜Σ^切に対ナる火殺mo、腔を,ⅡふべJ 一りの
゛糒として企てられたの、C南る

{1Ⅱ大】優1"心にりいてーソクラテスの場介一、批"的補料1巴公」U力

粘神【仕Lがき】^1才酔1.かこの1京網を公仁すること左企1劇した111
も、かへ0てUJ"!した*父がなほ・舟」人、Dを略くしてゐるやヨ立防

代でふ0た。

1.Ⅱ註Ⅱかう L大iがiに・般火衆が父が0かず、この秘の低併
な厶刀ι分q、むの胸仁ぴりた 0す'るのが、能軸島走1・1.」叉」.に耐、に仕

楸かはしい気がする

1八】徒響はT咸で南0た明冶の趣,役を史に拡大蚊化せしめて蛭の
"1系山ノ1'仁柿迅しなけれぱならない。

松 1 气0

1016 02 }5 1り16・02・20 10(X勵朱

1916・02・(5 H"6・02・20 200Ⅸ)斗

カノ 1

32

大Π1、印瑚楳式会;1

人Ⅱ十1"樹11パ会引

カソト'゛i{11兇鼠火Π小"1樹料、式会;1

カノト 1,"11元麟凸版印刷林式介打

カソト;川Ⅱ打楓ト,il"樹イi隙会;1

カノト品舟漣円郎凸"ι打」刷+キ式会;1

Jノト 1令川厶楓人詔小印樹孤゛;介牡

カノ}鍋Ⅱ史之大Ⅱ小印瑚料パ会;1

大Π木印刷H式会什

カノ 1 1RⅡ11j僅 1-"Ⅲ訓イ」剛交;1

カノト小内利麟凸拶ι印刷札式会;1

カノ1'小糸1即太叱 W1和印噛{1゛:1、11

'山綻謡

150

訟 150

ハ粧印甥株式会打

咽和Π1剃"、式会村

08()

150

訟

*句架とそのΠil

2 ιX〕

党 2Ⅸ}

32
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10,九1斗について

U 農の州ι

d2
ウェルズとⅢ界1

設

谷川徹

43 始';しm」し他

11 #AI[を"1'

15 ぢへるとい'、こと

Π木屶働運動の"
d6
"と批吼

17 鏡花鞍の,高

d8 ざくらの,語

"風菜染上り

50 立苅の打

5]Ⅱ本の英Y

"1rル叫献 後心末鰯

53 間ケ原イk'活

ン、16M

1 1,・1光知

】915・1】・山砥

加心繁

蝉随NI

徐川徹

1理jJミ太1配

松杜伐火

桑唖武人

佐佐永儒縦

雄艶宮八

孤陳麟大邨

1916・01・20 1016・〔H・25 20.(肋朱

191b・01・Z0 191b・01・25 20,【肋朱

1916・0、3・05 1916'03・10 20,イX川ネ

191b・03・03 1ιH6・03・}0 20.〔X川斗

1916・【〕6・20 1916・【M・25 即{KK}朱

51 叫忠 1 人

党

1916・03,05 1916・0'1・10 20.〔XX)井

191b・03・]5 1916・0:]・20 20.【瑚牙、

1016・f)1・]0 1916・01・]5 ι0,【肋牙

1916・(M・25 1'H6、【M・30 20Ⅸ扮朱

19{6・01・01 1016・01・0ミ 20.1XK1 朱

1916・01・10 】916・01・]5 20Ⅸ川尓

【016・01・10 1916・01・巧 20(肋朱

【小文1 殻冉はケΠに恥いてもこの占典を小心とすべきで島ると府
】 30
は思つてゐま゛、

【ポ文】賊野卜に於て人々け「小"1椛を"j桃じせよ」と叫んだ。と
】50 は大衆を鑁篇するに逸Lたものであつた',゛ノ。例し冷静なる引リほ

反対に「酔1能を木"1乢に寸るな」と擶示する。

【_:】Π木人も掘門すぐれて判」力的であ0たことは1リ]冷以後の腎排
を剖り小したことでも向:明されるであらう。[]悲連に逢つた"

150 ホ人は従*の憇皮を改め、仇仙し、土石1四Ⅱ1七^リ^として
ゐる。 n木人は他"1Kの悩!芋をルⅡ1せず、ど」小努力の牛'仁よ0て
あらゆるⅢ,Y,に打ち党たんとしてゐる'

ゾJ /】

柁

55 制1おとうと

56 1本1山の新しい

1'蛤 1:JN

認

57 11?'仂鞘神

纐即.氾戯

川1{桃外58,11の'莚!1

jj、"文鄭

仏"学

160

150

59 、rⅡ1篤胤

脚 13・12'20

記

】91b・0.3・20 ]916・03・'5 20.{XX〕先

【_ニ】Ⅱ木ⅡⅡCは. 11'しきR火を,nる胤央力1'によって薜かに反?; L

"LLLく』匝ι四坐五を粒けるに111違ない。

【批判的思訓と建,没的忠訓.剥哩主しての飽,、旦1】今Ⅱのやうに童[しど
1邑些セ"れbtψEI〕壬^_代にむろと、

150

来光印刷株式会礼むが醜

】916・り5・05 ]'H6・0δ・10 2{X肋斗、

鈴●、{'11:郎

2 (X)

150

15〔}

にt}

】016・03・15 1916・03・20 20,{XX]斗

11糾典樹

【内恕即1組j 6凱"巡りの小脱)*泥行小溌馴介
*エノ七イ染

{1■論】今や冉梓ば、新た女る H'を建設L、輸たなるΠ▲t化益
捌透・よべく、

【支刈の川Π木N巾の左畑といふ女畑に功庄しい刊鰻の片がしゃ

うしゃうと鳴り腎き、ノ*1ノ七イ染

1ん】これは,拠学を父N衆の剖へbι寸ことであクた

則」,1h】対太英戦、0が姑ると、「神がかり}.恢戀が跳染・ナるにf り、
すべて「1屯'.伯なるもの」に歓槌を押つて必Ⅲ.を加へた。[・]ら

松の人賊を契桜として、Ⅱ木人は址もτ;1稲永慰也的i・折を地球 1"に

而iじて、端なくもバスカルの脚訂Lを如火に詞 1以したのであろ.

1916'05・15 1916・0520 20,000 牙、

194b・01・01 1'116・01・05 20.(XX〕 q、

,、帛'1川郡東光Π」刷机式会11

] 50

] 50

1915・1]

羊卿

】("6・03・0】 1916・05・03 20,{XX〕朱

32

カノト木郷斬

爽ιC胤'、11

カノトポ婆斯

】91Ⅱ稿

15〔〕

1り16・03・0[ L916・05・03 ZO.(X川朱

松 1 1ヌ〕

1916・03・Z5 191b・03・30 20.【XX) X

32

1木文】そのⅡ覚の小から、'干和と11ゞ詮を愛する;E」ι、旦tlN墜が
/J必K /」.れて*ねぱ立らないのである,しかもJk力がΠ前に見る那

の杣七みであ"み。"111とN t.への放ブ占な利己m右:觧釈、都会と農

村とのりに阿仙のない廿寺、彰、判を山"玉に汲々たる削の横行

*小'ι

【築1川市】私は大0が[・]人民犠ノJの代h磯醐として改叩せられ
ることの"j舵をイ,fじ、その意叫、において大「.、剖の似"を 1乳ト;る

【 J ・0の1司Nか「ト'削越41の,1.J▲川・J'1、人永物"リJをも仙1」}L、 L

かも、なほ、その1、1の}1,'史的仏靴によつてfほれた幾多のχしい文

化W少史,"をも火ば・ず仁ゐ乙としたならぱ、それ仕き巧じ永哘らしい

ことでは女いであらうか。

1釦【杓組副担】ーマラルメの則作槌堤及び過卯一

【内越剛萪}人物・フ.旺及び思恕【・・】 1、1小撚鰯にして作人を忠,3
こと切なU〕{よ、我力の此峡であろ、訂叫】 1,ノ、{1ν,」の食、.によ 0て

に仕かに紬を説くを悍り、 Xは",没せしめる如きは、決して動上墜
旦?メ」L也^に松'ナする所以でない

15(]

カノ 1

明和Ⅱ1刷株式会村

東光印刷松式会札

] 5{〕

130

ハ撒印刷松式会村

豊数品徳

カノト小糸N人郎凸版印捌料Jに会枇

カノト藷UⅡ1Υ哩札.弌会;1人「Tn」刷1'

'、";1 "'叫]和11」胎1札J丈会村

カノト'1、、」帛辻1叫上卜叫1和Ⅱ1制机式P打

カノト.兇島N ξ1耶、T'"印刷株式会村

カノト.児品舛 1郎東亢印刷札式会村

カノト'地島鞍.郎塚Ⅲ印嫡所

カノト児島辨三郎 1:i・Π】刷イ」風会;1

カノ 1'小西利雄斗L光Π」届1汗キハ会;1

3Z ]別

凸版"]刷札式会村

柁

泥 ] 50

カノト款Ⅲ嗣治

カノ 1

カノト'児局武.則1 鉄心心、1斤会Π】刷所

兜島俳.郎大Ⅱ木印刷松A会村

東亢印畷株式会社

カノト

/J / 1

'奥1"輔'イ;

小糸鳳太郡

カノト小円利凝

大Π永印瑚相゛弌会打

来光印刷札式会村

ナJ / 1
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